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さ
ら
に
効
率
的
な
財
政
運
営
を

　

26
年
度
決
算
は
９
月
９

日
、
10
日
の
２
日
間
に
わ
た

り
３
つ
の
常
任
委
員
会
が
連

合
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

決
算
は
別
表
の
と
お
り
、

全
て
の
会
計
が
黒
字
決
算
と

な
り
ま
し
た
。

　

決
算
に
基
づ
く
普
通
会
計

の
財
政
指
数
に
お
い
て
、
経

常
収
支
比
率(

経
常
一
般
財

源
に
占
め
る
固
定
的
経
費
の

割
合)

は
94
％
で
、
前
年
度

対
比
で
０
・
３
ポ
イ
ン
ト
悪

化
し
て
い
ま
す
。

　

財
政
健
全
化
法
に
お
け
る

健
全
化
判
断
比
率
の
実
質
公

債
費
比
率(

歳
出
の
う
ち
借

金
返
済
に
充
て
る
額
の
割

合)

、
将
来
負
担
比
率(

将
来

の
借
金
返
済
の
う
ち
一
般
会

計
等
の
負
担
と
な
る
割
合)

は
、
い
ず
れ
も
早
期
健
全
化

基
準
と
な
る
数
値
を
ク
リ
ア

し
て
い
ま
す
が
、
合
併
後
10

年
を
経
過
し
た
こ
と
に
よ
る

合
併
特
例
措
置
の
段
階
的
縮

減
が
は
じ
ま
る
な
ど
、
財
政

が
厳
し
い
こ
と
に
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
効
率
的
な
財
政
運

営
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

会　計　名
決　　算　　額

収　入 支　出 差　引

普
通
会
計

一 般 会 計 14,888,876 13,933,693 955,183

電 気 通 信 452,626 444,004 8,622

小　　計 15,341,502 14,377,697 963,805

公
営
事
業
会
計

国民健康保険 1,516,461 1,502,314 14,147

直営診察所 74,487 70,426 4,061

後期高齢者 353,513 350,309 3,204

簡 易 水 道 654,086 651,168 2,918

下 水 道 945,615 936,303 9,312

小　　計 3,544,162 3,510,520 33,642

総　合　計 18,885,664 17,888,217 997,447

25　年　度 17,236,074 16,676,104 559,969

24　年　度 16,258,593 15,925,767 332,826

23　年　度 16,917,445 16,724,750 192,695

22　年　度 17,886,501 17,613,407 273,094

21　年　度 17,543,677 17,269,965 273,712

20　年　度 16,968,356 16,762,436 205,920

19　年　度 17,301,586 17,139,169 162,417

年度区分 平成25年度 平成26年度 対前年度増減率

標 準 財 政 規 模 7,814,011 7,743,581 △0.9%

経 常 収 支 比 率 93.7％ 94.0％ 0.3P

健
全
化
判
断
比
率

実 質 赤 字 比 率 － － －

連結実質赤字比率 － － －

実質公債費比率 15.8％ 16.2％ 0.4P

（単年度） 16.8％ 15.9％ △0.9P

将 来 負 担 比 率 155.3％ 145.8％ △9.5P

職 員 数 218人 217人 △1人

人 件 費 1,463,103 1,438,161 △1.7%

人 件 費 比 率 11.3％ 10.1％ △1.2P

物 件 費 1,411,141 1,500,069 6.3%

普 通 建 設 事 業 費 1,819,652 1,864,805 2.5%

平成26年度会計別決算収支のようす

邑南町の財布の中身は？　財政指標等のようす

（単位：千円）

（金額単位：千円）

注）表の金額は千円単位で表示していますが実際の決算はすべ

　　て円単位までとなっています。百円単位で四捨五入してい

　　ますので合計が一致しない場合があります。
　

平
成
26
年
度
決
算
は
、
８
・
24
豪
雨
災
害
復
旧
２
年
目
の
年
で
、
本
格
的
な
復
旧
事
業
に
取
り
組
ん
だ
う
え
で
、
一
般

会
計
、
特
別
会
計
の
全
会
計
と
も
黒
字
決
算
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
﹁
Ａ
級
グ
ル
メ
の
ま
ち
﹂
や
﹁
日
本
一
の
子
育
て
村
﹂
事
業
は
、
全
国
的
に
注
目
さ
れ
、
人
口
動
態
も
社
会
増
が
継
続

し
て
お
り
、
施
策
の
効
果
が
現
れ
て
き
た
年
で
あ
っ
た
と
監
査
委
員
も
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

26年度決算 全会計で黒字決算
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基　　金　　名 25年度末
現在高

決算年度中増減額 26年度末
現在高積立額 取崩額

一　

般　

会　

計

財 政 調 整 基 金 523,505 214,877 386,841 351,541

減 債 基 金 1,071,674 61,801 20,185 1,113,290

まちづくり推進基金 134,526 50 0 134,576

その他の特定目的基金 622,034 16,492 189,158 449,368

地 域 振 興 基 金 1,564,700 0 0 1,564,700

合　　　　計 3,916,439 293,220 596,184 3,613,475

特　

別　

会　

計

国民健康保険事業基金 56,767 96 30,360 26,503

簡易水道事業基金 30,011 10,010 0 40,021

生活排水処理事業基金 10,400 10,001 0 20,401

下 水 道 事 業 基 金 18,953 10,004 0 28,957

電気通信事業基金 198,989 8,702 19,761 187,930

合　　　　計 315,121 38,812 50,121 303,812

総　　合　　計 4,231,560 332,032 646,305 3,917,287

会　　計　　名 25年度末
現在高

決算年度中増減額 26年度末
現在高発行額 償還額

一 般 会 計 14,710,699 1,625,500 1,891,724 14,444,475

特
別
会
計

国 保 直 営
診 療 所 事 業 16,671 0 16,671 0

簡易水道事業 3,763,141 112,600 249,982 3,625,759

下 水 道 事 業 7,233,800 204,900 485,740 6,952,960

電気通信事業 1,296,718 0 166,345 1,130,373

合　　　　　計 27,021,029 1,943,000 2,810,462 26,153,567

邑南町の貯金は？　積立基金のようす

邑南町の借金は？　地方債のようす

（単位：千円）

（単位：千円）

實田　譲　代表監査委員

項　目 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

地方交付税 5,939 5,952 6,336 6,454 6,904 6,861 6,937 6,998 6,816

国庫支出金 598 465 637 1,361 1,474 980 695 1,065 2,049

県支出金 927 1,086 1,069 1,197 1,096 869 761 910 1,392

国や県からの歳入財源の推移（一般会計） （単位：百万円）

将来世代への負担も大きいが
住民サービスのための
資産形成を評価する

實田代表監査委員の決算審査報告
　

平
成
26
年
度
邑
南
町
の
決

算
は
８
・
24
豪
雨
に
よ
る
災

害
復
旧
事
業
︵
復
旧
事
業
費

12
億
４
千
399
万
円
の
増
︶
が

本
格
化
し
て
決
算
規
模
が
拡

大
い
た
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
昨
年
度
に
引
き
続

い
て﹁
Ａ
級
グ
ル
メ
の
ま
ち
﹂

や
﹁
日
本
一
の
子
育
て
村
﹂

の
地
域
活
性
化
事
業
は
全
国

の
注
目
を
集
め
多
く
の
行
政

視
察
が
あ
り
ま
し
た
。

　

人
口
動
態
も
社
会
増
が
継

よ
り
は
、
見
方
に
よ
れ
ば
条

件
的
に
も
良
い
時
期
に
多
く

の
事
業
を
実
施
し
て
良
か
っ

た
と
評
価
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
普
通
建
設
事
業

費
な
ど
事
業
の
あ
り
方
を
検

討
し
て
、
適
切
な
財
政
計
画

の
立
案
と
計
画
に
沿
っ
て
一

層
の
財
政
運
営
に
努
力
さ
れ

る
こ
と
を
要
望
し
て
お
り
ま

す
。

水
準
に
あ
り
一
層
の
改
善
が

望
ま
れ
ま
す
。
し
か
し
、
邑

南
町
は
こ
れ
ま
で
生
活
イ
ン

フ
ラ
、
国
土
保
全
や
福
祉
な

ど
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
、
資
産
形
成
に
力
を

入
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
に
よ
り
、
将
来
世
代
へ
の

負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る

の
も
事
実
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
先
、
厳
し
さ
が
増

す
な
か
で
多
く
の
事
業
を
未

執
行
の
ま
ま
か
か
え
て
い
る

が
標
準
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
に
必
要
な

一
般
財
源
の
規
模
︶
は
個
別

算
定
経
費
な
ど
の
減
少
に
よ

り
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

経
常
収
支
比
率
は
普
通
交

付
税
な
ど
の
減
額
に
よ
り
悪

化
し
ま
し
た
。

　

地
方
債
の
年
々
の
減
少
に

伴
い
単
年
度
で
の
実
質
公
債

費
比
率
や
将
来
負
担
比
率
は

改
善
さ
れ
ま
し
た
が
、
全
国

平
均
か
ら
見
る
と
ま
だ
高
い

続
し
て
お
り
施
策

の
効
果
が
現
れ
て

き
た
年
で
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
財

政
に
お
い
て
は
、

標
準
財
政
規
模

︵
地
方
公
共
団
体
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ふ
る
さ
と
寄
附
金
に
対
す

る
返
礼
品
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
中
に
対
応
が
で
き
る
よ

う
準
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
本
年
９
月
に
吉
賀
町
が

返
礼
品
を
開
始
し
、
県
内
で

は
本
町
だ
け
が
対
応
が
未
実

施
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

９
月
定
例
会
で
邑
南
町
ふ

る
さ
と
寄
附
金
条
例
の
一
部

改
正
︵
寄
附
金
の
使
途
指
定

他
︶
と
一
般
会
計
補
正
予
算

︵
歳
入
予
算
、
１
千
万
円
、

歳
出
積
立
金
、
455
万
２
千

円
、
基
金
事
業
費
545
万
５
千

円
︶
の
提
案
が
あ
り
全
員
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

返
礼
品
を
開
始
す
る
に
あ

た
り
町
内
業
者
か
ら
の
返
礼

品
の
提
案
が
不
可
決
で
あ

り
、
９
月
16
日
返
礼
品
提
案

募
集
、
事
業
者
説
明
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
10
月
以
降
返

礼
品
の
発
送
を
開
始
予
定
で

す
。

　

本
町
の
ふ
る
さ
と
寄
附
に

つ
い
て
の
基
本
的
考
え
は
、

子
育
て
支
援
と
邑
南
町
の

フ
ァ
ン
づ
く
り
で
あ
り
、
こ

の
考
え
に
沿
っ
て
次
の
よ
う

な
ふ
る
さ
と
寄
附
の
使
途
指

か
ら
の
観
光
客
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　

観
光
立
町
を
め
ざ
す
本
町

に
あ
っ
て
、
新
し
く
な
っ
た

い
こ
い
の
村
を
こ
れ
か
ら
の

宿
泊
の
拠
点
と
し
て
さ
ら
な

る
本
町
全
体
の
入
り
込
み
客

増
加
に
期
待
を
し
て
い
ま

す
。

「
天
空
の
宿
お
お
な
ん
」
竣
工

　

こ
れ
ま
で
も
報
告
し
て
き

た
、
い
こ
い
の
村
耐
震
診
断

結
果
に
よ
る
耐
震
補
強
工
事

に
あ
わ
せ
た
大
規
模
改
修
、

お
よ
び
増
築
工
事
︵
浴
室
増

築
、
客
室
５
部
屋
増
築
等
︶

を
経
て
本
年
７
月
末
に
工
事

が
完
了
し
、
８
月
12
日
に
新

名
称
﹁
天
空
の
宿
お
お
な
ん

　

い
こ
い
の
村
し
ま
ね
﹂
と

し
て
竣
工
式
を
行
い
ま
し

た
。

　

８
月
14
日
か
ら
は
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、

お
盆
時
期
の
同
窓
会
や
各
地

ふるさと寄附に
返礼品を

定
を
し
ま
し
た
。

①
子
育
て
環
境
の
整
備
。

②
高
齢
者
生
活
環
境
の
整

備
。

③
町
内
小
、
中
学
校
の
環
境

の
整
備　

④
町
長
が
目
的
達
成
に
必
要

と
認
め
る
事
業

テープカットで竣工を祝う

新しくなり、見晴らしも良くなった浴室

ふるさと納税リーフレット

2015.10.15　町議会だより おおなん  — 4 —



　

本
年
３
月
議
会
に
お
い

て
町
長
が
表
明
を
し
た

﹁
２
０
２
０
年
開
催
の
東
京

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
︵
注
︶
の

事
前
キ
ャ
ン
プ
候
補
地
﹂
へ

の
競
技
種
目
の
絞
り
込
み
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
会
場
は
元
気

館
、
宿
泊
施
設
は
﹁
天
空
の

宿
お
お
な
ん　

い
こ
い
の
村

し
ま
ね
﹂
を
想
定
し
、
国
際

競
技
連
盟
の
基
準
に
適
合
し

て
い
る
事
な
ど
の
要
件
の
説

明
が
あ
り
、
元
気
館
で
受
け

入
れ
可
能
な
次
の
３
競
技
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

①
ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル　

全
員
が

目
隠
し
で
鈴
の
入
っ
た
ボ
ー

ル
を
ゴ
ー
ル
に
入
れ
る
競

技
。

②
シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル　

座
っ
て
行
う
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
。
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
の
コ
ー
ト
の
広
さ
で
競
技

出
来
る
。

③
ボ
ッ
チ
ャ　

床
の
上
で
行

う
カ
ー
リ
ン
グ
に
似
た
競

技
。

　

今
後
は
、
10
月
に
実
行
委

員
会
を
組
織
し
、
活
動
方
針

未
済
額
の
解
消
に
向
け
た
取

り
組
み
を
強
化
す
る
こ
と
。

　

③
組
織
機
構
の
見
直
し
や

公
正
・
信
頼
性
の
確
保
と
透

明
性
の
向
上
に
努
め
住
民
参

加
や
町
民
へ
の
情
報
提
供
す

る
こ
と
。
等
が
提
言
が
さ

れ
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
目
標
達
成
す
る
こ
と
を
期

待
す
る
と
結
ん
で
い
ま
す
。

　

答
申
を
受
け
、
今
後
町
で

は
、
庁
内
で
全
委
員
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
特
定
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
今
年
度

中
に
答
申
の
内
容
を
精
査
し

ま
す
。
そ
の
う
え
で
来
年
度

に
行
動
計
画
を
策
定
し
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
公
表
し
ま

す
。

ま
す
。
た
だ
し
、
登
録
さ
れ

た
と
し
て
も
、
最
終
的
に
は

自
治
体
単
独
で
の
各
国
と
の

交
渉
が
必
要
で
、
議
会
か
ら

も
、
引
き
際
の
判
断
の
あ
り

方
、
担
当
職
員
配
置
の
必
要

性
、
単
独
交
渉
へ
の
懸
念
が

指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

や
招
致
競
技
の
決
定
等
を
行

う
予
定
で
す
。

　

登
録
申
請
に
は
競
技
を
絞

り
込
ん
だ
上
で
基
準
を
満

た
す
か
ど
う
か
の
証
明
を

し
、
島
根
県
及
び
組
織
委
員

会
に
対
し
招
致
の
意
思
を
平

成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
提

出
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
合
宿
誘
致

立
候
補
を
め
ざ
し
て

「
行
財
政
改
善
」
答
申
を
得
る

　

昨
年
10
月
に
町
長
よ
り
諮

問
し
て
い
た﹁
行
財
政
改
革
﹂

に
つ
い
て
、
行
財
政
改
善
審

議
会
よ
り
答
申
が
あ
っ
た
と

議
会
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

合
併
に
よ
る
地
方
交
付
税

の
特
例
措
置
が
本
年
度
か
ら

段
階
的
に
縮
小
さ
れ
る
こ
と

や
不
透
明
な
経
済
状
況
の
中

で
国
及
び
地
方
を
通
じ
た
財

政
危
機
、
少
子
高
齢
化
に
よ

る
人
口
減
少
な
ど
、
こ
れ
ま

で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
社

会
情
勢
へ
と
進
ん
で
い
る
中

で
、
ス
リ
ム
で
機
能
的
な
町

組
織
を
構
築
し
、
夢
の
あ
る

未
来
を
展
望
で
き
る
よ
う
に

改
革
の
断
行
を
求
め
て
い
る

も
の
で
す
。

　

答
申
の
主
な
内
容
は
、

　

①
事
務
事
業
の
見
直
し
に

よ
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
継

続
な
ど
に
つ
い
て
財
源
の
確

保
を
前
提
と
し
た
優
先
順
位

を
考
慮
す
る
こ
と
。

　

②
自
主
財
源
の
確
保
、
受

益
者
負
担
の
適
正
化
と
収
入

（注）パラリンピックとは
肢体不自由の身体障害者（視覚
障害も含む）を対象とした世界
最高峰の障害者スポーツ大会。
オリンピックと同じ年に同じ場
所で開催される。

練習会場となる予定の元気館アリーナ

答申を提出する三上会長と田中副会長
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26
年
度
予
算
は
８
・
24
災

害
の
復
旧
を
重
点
と
し
た
予

算
編
成
で
あ
っ
た
。

　

決
算
を
み
て
も
、
災
害
復

旧
に
最
大
限
の
努
力
を
し
、

町
内
の
復
旧
工
事
は
ほ
ぼ
順

調
に
順
次
完
了
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
災
害
を
教
訓
と
し

て
防
災
計
画
や
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
も
見
直
し
、
町
民
の

く
ら
し
の
安
心
・
安
全
を
守

る
努
力
を
し
た
こ
と
は
評
価

で
き
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
度

は
米
価
暴
落
に
よ
り
町
内
の

米
作
農
家
や
集
落
営
農
が
打

撃
を
受
け
た
の
に
、
価
格
保

障
や
生
産
コ
ス
ト
を
カ
バ
ー

で
き
る
よ
う
な
施
策
も
打
ち

出
せ
ず
、
耕
作
放
棄
地
解
消

の
対
策
に
お
い
て
も
不
十
分

で
あ
っ
た
こ
と
は
残
念
だ
。

農
家
を
守
っ
て
こ
そ
、
Ａ
級

グ
ル
メ
や
６
次
産
業
化
に
繋

が
る
の
で
は
な
い
か
。

　

総
括
と
し
て
、
こ
の
決
算

は
認
定
で
き
る
と
考
え
る
。

　

本
町
は
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
も
行
い
、
国
保
運

営
が
安
定
し
て
行
え
る
よ
う

毎
年
努
力
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
年
金
の
引
き
下

げ
や
物
価
の
上
昇
、
そ
し
て

消
費
税
増
税
に
よ
り
、
低
所

得
者
の
多
い
国
保
加
入
者
に

と
っ
て
国
保
税
の
負
担
は
重

い
状
況
だ
。
町
と
し
て
、
町

民
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
、

国
に
対
し
て
国
庫
負
担
を
増

議
案
の
討
論

賛
成

大
和
磨
美
議
員

26
年
度

一
般
会
計
決
算

反
対

大
和
磨
美
議
員

26
年
度

国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
決
算

や
す
よ
う
強
く
求
め
る
べ
き

だ
。

　

今
回
の
条
例
改
正
は
、
い

わ
ゆ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
関
わ
る
条
例
改
正
で
あ

る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導

入
そ
の
も
の
に
疑
問
が
あ

る
。

　

制
度
に
反
対
す
る
理
由
は

大
き
く
２
つ
あ
る
。

　

１
つ
は
、
個
人
情
報
漏
え

い
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と

へ
の
不
安
が
拭
え
な
い
こ
と

で
あ
る
。

　

２
つ
目
は
、
こ
の
制
度

へ
の
対
応
の
た
め
に
国
は

３
千
４
百
億
円
も
つ
ぎ
込

み
、
本
町
も
シ
ス
テ
ム
機
器

更
新
な
ど
で
多
額
の
経
費
を

投
入
し
た
も
の
の
、
費
用
対

効
果
が
見
え
な
い
こ
と
で
あ

る
。

　

制
度
の
導
入
に
疑
問
が
残

る
た
め
今
回
の
条
例
改
正
に

も
反
対
す
る
。

大
和
磨
美
議
員

個
人
情
報
保
護
条
例

の
一
部
改
正

反
対

請
願
と
意
見
書

　

本
定
例
会
で
２
件
の
請
願
を
受
理
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
常
任

委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。
１
件
は
採
択
と
な
り
、
願
意
に

沿
っ
た
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

他
の
１
件
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
が
、
本
会
議
で
は
賛

否
が
分
か
れ
、
熱
い
討
論
が
戦
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
日
本
婦
人
の
会
邑
智
支

部
よ
り
﹁
安
保
関
連
２
法
案

の
廃
案
を
求
め
る
意
見
書
提

出
の
請
願
﹂
が
提
出
さ
れ
、

総
務
常
任
委
員
会
で
審
査
し

ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
本
請
願
は

安
保
法
制
を
戦
争
法
案
と
し

て
即
廃
案
を
求
め
て
い
る
も

の
で
あ
り
、
国
民
の
く
ら
し

を
守
る
た
め
に
は
、
国
際
社

会
の
中
で
日
本
が
役
割
を
果

た
す
こ
と
や
、
想
定
さ
れ
る

リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
も
必

要
で
、
廃
案
に
す
べ
き
で
な

い
と
の
意
見
が
多
数
を
占

め
、
本
請
願
は
不
採
択
と
し

ま
し
た
。

　

島
根
県
農
民
運
動
連
合
会

よ
り
﹁
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関
す

る
請
願
﹂
が
提
出
さ
れ
、
産

業
建
設
常
任
委
員
会
で
審
査

し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
請
願
の
主

旨
は
26
年
３
月
に
政
府
に
提

出
し
た
本
議
会
の
意
見
書
と

同
様
の
内
容
で
あ
り
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
は
大
筋
合
意
に
向
け
局
面

が
激
し
く
変
化
す
る
中
で
、

コ
メ
な
ど
重
要
５
品
目
に
関

す
る
譲
歩
も
報
道
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
本
請
願
を
採

択
し
、
再
度
政
府
に
対
し
て

国
会
決
議
を
遵
守
す
る
よ
う

求
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 大屋産建委員長

清水総務委員長
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賛
成

大
和
磨
美
議
員

反
対

山
中
康
樹
議
員

賛
成

中
村
昌
史
議
員

反
対

大
屋
光
宏
議
員

賛
成

石
橋
純
二
議
員

　

安
保
法
案
の
内
容
は
、
こ

れ
ま
で
憲
法
で
認
め
て
い
な

か
っ
た
集
団
的
自
衛
権
を
憲

法
改
正
せ
ず
に
解
釈
を
変
え

て
容
認
し
、
日
本
が
他
国
か

ら
攻
撃
さ
れ
て
い
な
く
と
も

ア
メ
リ
カ
が
戦
争
と
な
れ
ば

日
本
の
自
衛
隊
を
戦
闘
地
域

に
送
り
武
力
行
使
で
あ
る

兵へ
い
た
ん站
活
動
を
可
能
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

大
半
の
憲
法
学
者
が
違
憲

と
し
、
世
論
調
査
で
は
国
民

の
６
割
が
反
対
し
、
政
府
が

国
会
で
答
弁
不
能
で
説
明
で

き
な
い
法
案
は
廃
案
に
す
べ

き
だ
。

　

２
法
案
は
﹁
戦
争
法
案
﹂

で
は
な
く
、﹁
憲
法
違
反
﹂

で
も
な
い
。
デ
モ
行
進
の
中

に
は
﹁
徴
兵
制
﹂
反
対
の
声

　

安
保
法
案
へ
の
国
民
理
解

が
進
ま
ず
、
不
安
と
不
信
を

抱
く
人
が
多
い
大
き
な
要
因

は
、
安
倍
内
閣
が
閣
議
決
定

に
よ
っ
て
憲
法
解
釈
を
変
更

し
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使

を
合
憲
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
個
別
的
自
衛
権
と

集
団
的
自
衛
権
の
範
囲
も
明

確
で
な
く
、
存
立
危
機
事
態

の
定
義
も
曖
昧
で
あ
り
、
た

と
え
時
間
を
か
け
て
審
議
し

　

安
保
法
制
の
整
備
を
総
理

は
﹁
争
い
を
未
然
に
防
ぐ
抑

止
力
を
高
め
、
切
れ
目
な
い

対
応
を
可
能
に
す
る
﹂
た
め

と
説
明
し
、
集
団
的
自
衛
権

の
限
定
的
容
認
で
あ
り
、
個

別
的
自
衛
権
の
延
長
線
上
に

あ
る
も
の
と
し
て
い
る
。

　

国
際
情
勢
は
、
新
た
な
脅

威
と
な
る
国
の
台
頭
、
テ
ロ

や
海
賊
組
織
な
ど
無
秩
序
な

集
団
の
存
在
、
不
安
定
な
中

東
情
勢
な
ど
変
化
し
て
い

る
。

　

世
界
の
平
和
維
持
と
日
本

の
発
展
の
た
め
、
国
際
貢
献

し
抑
止
力
を
高
め
る
こ
と
は

必
要
と
考
え
る
。

　

国
の
最
高
法
規
で
あ
る
日

本
国
憲
法
の
条
文
の
解
釈
変

更
に
よ
っ
て
集
団
的
自
衛
権

の
行
使
を
可
能
と
す
る
こ
と

に
異
議
を
唱
え
る
。

　

こ
の
法
案
を
認
め
る
こ
と

は
、
立
憲
主
義
を
否
定
す
る

こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね
な

い
。

  

国
際
情
勢
の
変
化
も
あ

り
、
手
段
と
し
て
必
要
な
面

も
あ
る
が
、
時
間
を
か
け
た

国
民
的
議
論
の
上
で
、
正
当

な
手
続
き
を
ふ
ん
だ
法
案
成

立
と
す
べ
き
だ
。

反
対

亀
山
和
巳
議
員

　

地
方
議
会
に
地
方
自
治
法

が
認
め
る
意
見
書
は
当
該
普

通
地
方
公
共
団
体
の
公
益
に

関
す
る
事
件
に
つ
い
て
の
み

可
能
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。

　

地
方
分
権
が
進
み
つ
つ
あ

り
、
地
方
自
治
法
に
お
い
て

も
住
民
に
身
近
な
行
政
は
で

き
る
限
り
地
方
公
共
団
体
に

ゆ
だ
ね
る
と
し
て
い
る
が
、

国
防
は
国
の
管
轄
で
あ
り
、

本
件
は
地
方
自
治
体
が
意
見

書
を
提
出
す
る
事
件
と
し
て

は
な
じ
ま
な
い
と
考
え
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に

関
す
る
意
見
書

　

宮
田
産
業
建
設
常
任
副
委

員
長
の
発
議
に
よ
り
意
見
書

案
が
出
さ
れ
、
山
中
議
員
が

﹁
農
産
物
重
要
５
品
目
に
つ

い
て
守
ら
れ
そ
う
に
な
い
た

め
、
国
会
決
議
を
遵
守
す
る

よ
う
政
府
に
再
度
要
望
し
よ

う
﹂
と
賛
成
討
論
に
立
ち
、

全
会
一
致
で
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

邑
南
町
議
会
と
し
て
は
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
し
、
５
度
目
の

意
見
書
提
出
と
な
り
ま
し

た
。

た
と
し
て
も
、
不
安
と
不
信

の
上
に
国
民
の
信
頼
は
築
け

な
い
。

　

よ
っ
て
、
法
案
は
い
っ
た

ん
廃
案
に
す
べ
き
と
考
え
る
。

も
聞
か
れ
、
国
民
を
不
安
に

思
わ
せ
る
こ
と
に
疑
義
が
あ

る
。

　

近
年
日
本
を
取
り
巻
く
環

境
も
変
わ
り
、
中
国
の
海
洋

進
出
、
韓
国
の
竹
島
問
題
等

日
本
海
側
に
危
険
が
あ
る
。

　

国
会
議
員
は
選
挙
に
よ
り

国
民
が
選
ん
で
お
り
、
民
意

は
反
映
し
て
い
る
。

　

戦
争
し
な
い
、
次
の
世
代

の
た
め
に
必
要
な
法
案
だ
。

請
願
の
討
論

安
保
関
連
法
制
に
議
論
白
熱

　
﹁
安
保
関
連
法
案
の
廃
案
を
求
め
る
意
見
書
提
出
の
請
願
﹂

が
新
日
本
婦
人
の
会
邑
智
支
部
よ
り
提
出
さ
れ
、
総
務
常
任

委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
委
員
会
審
議
の
結
果
、

不
採
択
と
な
り
、
清
水
委
員
長
よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
賛
成
・
反
対
の
討
論
に
そ
れ
ぞ
れ
３
人

が
立
ち
、
国
会
質
疑
さ
な
が
ら
に
議
論
が
白
熱
し
ま
し
た
。
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補正前の額 補正額 補正後の額

一 般 会 計 １１８億　　１７１万円 ６億　７０２３万円 １２４億　７１９４万円

国 民 健 康 保 険 １６億　２９７９万円 ８４３万円 １６億　３８２２万円

直 営 診 療 所 ６４２０万円 ０万円 ６４２０万円

後期高齢者医療 ３億　４９００万円 161万円 ３億　５０６１万円

簡 易 水 道 ６億　８８４２万円 △３７８万円 ６億　８４６４万円

下 水 道 ９億　３２０９万円 △１３４万円 ９億　３０７５万円

電 気 通 信 ４億　７０２７万円 １２８３万円 ４億　８３１０万円

特 別 会 計 合 計 ４１億　３３７７万円 １７７５万円 ４１億　５１５２万円

総　合　計 １５９億　３５４７万円 ６億　８７９８万円 １６６億　２３４５万円

平成２７年度９月補正

※補正額は千円以下で四捨五入しているため実際の数字と差異が発生しています。

議
案
の
ゆ
く
え

条
例
の
改
正

財
産
の
取
得

補
正
予
算

◆
今
年
10
月
か
ら
番
号
法

(
マ
イ
ナ
ン
バ
ー)

が
施
行

さ
れ
、
来
年
１
月
か
ら
個
人

番
号
利
用
の
取
り
扱
い
が
始

め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、﹁
町

個
人
情
報
保
護
条
例
﹂と﹁
町

手
数
料
条
例
﹂
の
一
部
改
正

を
し
ま
し
た
。

◆
返
礼
品
の
特
典
が
付
い
た

﹁
ふ
る
さ
と
寄
附
﹂
の
開
始

に
伴
い
、﹁
町
ふ
る
さ
と
寄

附
条
例
﹂
の
一
部
改
正
を
し

ま
し
た
。

◆
お
お
な
ん
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
の
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送

が
、
収
益
性
を
改
善
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
利

用
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
た

め﹁
町
情
報
通
信
施
設
条
例
﹂

の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

◆
奨
学
金
を
返
済
中
の
方
が

亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

返
済
免
除
と
措
置
さ
れ
﹁
町

奨
学
基
金
条
例
﹂
を
改
正
し

ま
し
た
。

◆
馬
野
原
と
布
施
の
町
営

プ
ー
ル
の
廃
止
に
と
も
な

い
、﹁
町
地
区
民
プ
ー
ル
条

例
﹂
を
廃
止
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

◆
お
お
な
ん
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
の
自
主
放
送
番
組
自
動
送

出
装
置
の
更
新
の
た
め
、
随

意
契
約
に
よ
り
機
器
を
購
入

す
る
こ
と
を
承
認
し
ま
し

た
。

◆
高
原
線
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

購
入
に
つ
い
て
は
、
備
品
な

ど
の
収
納
設
備
が
当
初
計
画

に
盛
り
込
ま
れ
て
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
変
更
契
約
に
よ

り
購
入
す
る
こ
と
を
承
認
し

ま
し
た
。

　

地
方
創
生
関
係
の
国
庫
補

助
金
を
活
用
し
、
外
国
人
観

光
客
を
邑
南
町
へ
呼
び
込
む

た
め
の
方
策
を
調
査
研
究
す

る
︵
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
基
礎
調

査
︶、
中
学
３
年
生
を
対
象

に
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を

利
用
し
て
大
学
等
と
の
学
習

交
流
を
行
う
、
な
ど
の
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

　

県
の
補
助
金
を
活
用
し
た

事
業
で
は
、
昨
年
同
様
の
有

害
鳥
獣
捕
獲
金
の
上
乗
せ
補

助
、
賃
貸
住
宅
の
建
設
費
の

補
助
、
な
ど
を
実
施
し
ま

す
。

　

本
町
で
は
、
食
と
農
に
関

す
る
事
業
を
中
心
に
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
を
受
け
入
れ

て
い
ま
す
が
、
今
回
は
じ
め

て
林
業
関
係
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
︵
林
業
研
修
︶
を

受
け
入
れ
る
予
定
で
あ
り
、

２
名
分
の
事
業
費
を
確
保
し

ま
し
た
。

賛成の意思を挙手で示す議員
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9 月 定 例 会 採 決 の 結 果

区
分 議案の内容 大

和
瀧
田

平
野

和
田

宮
田

漆
谷

大
屋

中
村

日
野
原

清
水

亀
山

石
橋

山
中

三
上

結
果

人
事

人権擁護委員候補者の推薦の同意
　　　　森脇鈴枝氏 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同
意人権擁護委員候補者の推薦の同意

　　　　稲垣葉子氏 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26
年
度
決
算
認
定

町一般会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認
定

町国民健康保険事業特別会計 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町国民健康保険直営診療所事業特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町後期高齢者医療事業特別会計 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町簡易水道事業特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町下水道事業特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町電気通信事業特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

条　

例

町個人情報保護条例の一部改正 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可　

決

町ふるさと寄附条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町情報通信施設条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町手数料徴収条例の一部改正 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町奨学基金条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町地区民プール条例の廃止 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町議会の議員その他非常勤の職員の公務
災害補償等に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町消防団員等公務災害補償条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

そ
の
他

財産の取得
　　　　自主放送番組自動送出装置 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

物品購入契約の変更契約の締結
　　　　スクールバス（高原線） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

2 7
年
度
補
正
予
算

町一般会計補正予算第２号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町国民健康保険事業特別会計補正予算第２号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町国民健康保険直営診療所事業特別会計
補正予算第２号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町後期高齢者医療事業特別会計補正予算第１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町簡易水道事業特別会計補正予算第２号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町下水道事業特別会計補正予算第２号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町電気通信事業特別会計補正予算第２号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請
願

安全保障関連２法案の廃案を求める意見
書採択についての請願 ○ ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ○ ● ●

不
採
択

ＴＰＰ交渉に関する請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採
択

発
議 ＴＰＰ交渉に関する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

７ 月 臨 時 会 採 決 の 結 果

区
分 議案の内容 大

和
瀧
田

平
野

和
田

宮
田

漆
谷

大
屋

中
村

日
野
原

清
水

亀
山

石
橋

山
中

三
上

結
果

そ
の
他

財産の取得　おおなんバス（口羽・矢上線） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可
決財産の取得　除雪ドーザ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

財産の取得　スクールバス（高原線）　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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町長

３
分
の
１
で
、
世
帯
で
の
購

入
は
行
き
渡
っ
た
と
判
断

し
、
個
人
で
の
購
入
に
変
更

し
、
購
入
可
能
口
数
も
増
や

し
た
。

大
和
議
員

　

急
い
で
売
り
切
る
理
由
が

あ
っ
た
の
か
。

　

年
金
生
活
者
の
中
に
は
販

売
時
期
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪

く
、
買
い
た
く
て
も
買
え
な

か
っ
た
人
が
多
く
お
ら
れ

た
。

　

販
売
側
の
都
合
ば
か
り
優

先
し
、
消
費
者
の
立
場
に

な
っ
た
配
慮
が
足
り
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
。

日
高
商
工
観
光
課
長

　

商
品
券
の
利
用
期
限(

12

月
末)

を
考
え
、
盆
前
の
お

中
元
か
ら
年
末
の
お
歳
暮
時

期
の
消
費
拡
大
を
狙
い
、
７

月
中
の
券
の
売
れ
行
き
が
悪

か
っ
た
こ
と
か
ら
販
売
時
期

を
早
め
た
。

　

年
金
生
活
者
に
と
っ
て
時

期
が
悪
か
っ
た
と
い
う
声
は

真
摯
に
受
け
止
め
る
。

大
和
議
員

　

商
品
券
取
扱
い
業
者
に
よ

る
券
の
買
い
占
め
が
町
民
の

間
で
噂
と
な
っ
て
い
る
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
事

業
効
果
な
ど
も
含
め
、
今
後

ど
う
検
証
す
る
の
か
。

　

町
と
し
て
き
ち
ん
と
町
民

に
対
し
、
今
回
の
経
過
説

明
、
報
告
を
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

日
高
商
工
観
光
課
長

　

商
品
券
購
入
者
に
は
ア
ン

ケ
ー
ト
を
配
布
し
て
お
り
、

回
収
し
て
分
析
す
る
。

　

事
業
所
に
は
消
費
動
向
や

販
売
促
進
方
法
な
ど
の
調
査

を
行
い
、
問
題
点
を
含
め
検

証
す
る
。

　

購
入
さ
れ
な
か
っ
た
方
の

声
も
聞
き
取
り
調
査
し
、
こ

れ
ら
の
調
査
結
果
は
今
後
何

ら
か
の
形
で
報
告
す
る
。

　

町
民
に
対
し
販
売
方
法
に

つ
い
て
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

た
こ
と
は
反
省
し
て
い
る
。

石
橋
町
長

　

今
回
の
問
題
点
や
ご
指
摘

の
点
は
十
分
反
省
し
今
後
に

生
か
す
。

大
和
議
員

　

公
民
館
ご
と
に
作
成
し
て

い
る
地
区
別
総
合
戦
略
プ
ラ

ン
の
進
捗
状
況
は
。

日
高
企
画
財
政
課
長

　

７
月
末
の
１
次
締
切
に
は

４
地
区
か
ら
提
案
が
あ
っ

た
。
産
業
振
興
の
拠
点
施
設

の
整
備
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再

生
事
業
の
人
材
配
置
、
地
域

自
主
組
織
に
よ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
設

置
な
ど
が
出
て
い
る
。

大
和
議
員

　

地
区
住
民
が
知
恵
を
絞
っ

て
地
域
課
題
解
決
の
た
め
に

作
っ
た
プ
ラ
ン
な
の
で
、
全

て
の
プ
ラ
ン
を
実
現
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
そ
の
た
め
の

財
源
確
保
は
ど
う
す
る
の
か
。

日
高
企
画
財
政
課
長

　

国
か
ら
の
地
方
創
生
の
交

付
金
は
今
の
段
階
で
は
不
透

明
で
あ
る
が
、
過
疎
債
の
有

効
活
用
や
基
金
積
み
立
て
を

し
、
他
の
補
助
事
業
で
対
応

で
き
る
も
の
が
な
い
か
各
課

で
情
報
収
集
し
な
が
ら
財
源

確
保
し
、
全
て
の
地
区
別
プ

ラ
ン
の
事
業
化
実
現
に
向
け

て
努
力
す
る
。

　

大
和
議
員
は
こ
の
他
、
税

の
催
告
書
発
行
に
つ
い
て
も

質
問
し
ま
し
た
。

問題点は十分反省し、 今後に生かす町長

いっぱん質問
プレミアム商品券販売方法の検証を

そ
の
他
の
質
問

大
和
磨
美
議
員

　

地
方
創
生
先
行
事
業
と
し

て
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
商

工
会
に
事
業
委
託
し
て
発
行

し
、
７
月
か
ら
販
売
を
し
た

が
、
２
回
目
の
８
月
３
日
の

販
売
方
法
に
つ
い
て
町
民
か

ら
疑
問
の
声
が
あ
っ
た
。　

　

２
回
目
の
販
売
方
法
は
ど

の
よ
う
に
決
定
し
た
の
か
。

ま
た
、
上
限
を
大
幅
に
緩
和

し
た
理
由
は
。

日
高
商
工
観
光
課
長

　

７
月
中
の
商
品
券
の
売
れ

行
き
を
見
な
が
ら
町
と
商
工

会
と
で
協
議
し
決
定
し
た
。

７
月
末
の
時
点
で
半
分
近
く

が
売
れ
残
っ
て
い
た
た
め
、

上
限
を
拡
大
し
８
月
３
日
に

再
販
と
し
た
。

　

７
月
末
ま
で
に
引
換
券
に

よ
り
購
入
さ
れ
た
世
帯
は

１
６
７
４
世
帯
、
町
全
体
の

問

地
区
別
戦
略
プ
ラ
ン

実
現
の
財
源
確
保
は

答

財
源
確
保
の

見
込
み
は
あ
る

日　本
共産党 大和磨美 議員
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いっぱん質問

維持 ・補修に力を入れていく

漆谷光夫 議員

石
橋
町
長

　

道
路
の
新
設
で
な
く
今
あ

る
道
路
の
維
持
・
補
修
に
力

を
入
れ
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
、
そ
の
観
点
か
ら
維
持
・

補
修
に
予
算
の
配
分
が
必
要

な
時
期
に
き
て
い
る
。
い
つ

も
維
持
・
補
修
の
予
算
が
な

い
か
ら
で
き
ま
せ
ん
で
は
い

け
な
い
と
思
う
。

漆
谷
議
員

①
町
道
石
見
中
央
線
の
本
町

商
店
街
区
間
は
通
行
量
が

多
い
が
歩
道
が
な
く
、
小
・

中
・
高
校
生
の
通
学
路
と
し

て
安
全
対
策
が
必
要
だ
。

　

カ
ラ
ー
舗
装
に
よ
り
歩

道
、
車
道
を
識
別
す
る
こ
と

で
交
通
事
故
の
抑
止
力
に
つ

な
が
る
。
安
全
対
策
と
し
て

早
期
に
カ
ラ
ー
舗
装
を
望
む
。

②
日
桜
ロ
ー
ド
の
今
冬
の
通

行
止
め
は
。
安
全
性
と
利
便

性
を
考
慮
し
、
江
津
市
と
の

協
議
に
臨
ん
で
欲
し
い
。

石
橋
町
長

①
石
見
中
央
線
は
矢
上
地
区

で
も
一
番
交
通
量
が
多
く
、

多
く
の
学
童
が
通
学
し
て
お

り
、
日
本
一
の
子
育
て
村
か

ら
し
て
も
交
通
事
故
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
カ
ラ
ー
舗

装
の
効
果
は
実
感
し
て
い
る
。

特
に
交
通
量
や
通
学
、
通
勤

の
既
存
の
施
設
を
使
っ
て
活

動
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
が
、
中
に
は
ご
不
自
由
な

場
合
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。　

石
橋
町
長

　

柔
道
に
つ
い
て
は
30
年
以

上
の
歴
史
が
あ
り
、
少
子
化

の
中
、
18
人
ぐ
ら
い
の
子
ど

も
た
ち
が
柔
道
教
室
に
通
い

励
ん
で
い
る
こ
と
は
す
ば
ら

し
い
こ
と
だ
。

　

柔
道
教
室
の
場
所
が
定

ま
っ
て
い
な
い
と
畳
の
こ
と

も
あ
り
大
変
だ
。
新
た
な
施

設
で
な
く
、
今
あ
る
施
設
を

利
用
し
、
田
所
が
第
一
の
武

道
館
な
ら
第
二
の
武
道
館
と

位
置
づ
け
整
備
す
る
こ
と
が

将
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
も
良
い
と
思
う
。
そ
の
観

点
か
ら
も
社
会
体
育
施
設
の

一
つ
と
し
て
発
展
す
る
こ
と

を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

　

漆
谷
議
員
は
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
の
販
売
期
間
と
販
売

条
件
の
課
題
や
問
題
点
を
検

証
し
、
今
後
に
活
か
す
こ
と

を
提
言
し
た
。

の
多
い
と
こ
ろ
を
優
先
的
に

整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

②
日
桜
ロ
ー
ド
は
除
雪
の
問

題
も
あ
る
が
標
高
が
高
く
凍

結
し
や
す
い
状
況
の
中
で
ど

こ
ま
で
安
全
を
確
保
し
、
そ

の
中
で
利
便
性
が
担
保
で
き

る
の
か
、
江
津
市
と
よ
く
協

議
し
て
い
く
。
道
路
管
理
者

と
し
て
事
故
の
無
い
よ
う
慎

重
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

漆
谷
議
員

　

子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
の
育
成
・
支
援
は
と

て
も
重
要
だ
。
本
町
の
未
来

を
担
う
子
ど
も
の
芽
を
伸
ば

し
、
人
材
育
成
の
場
と
し
て

の
練
習
施
設
が
不
可
欠
だ
。

　

少
年
柔
道
教
室
は
定
ま
っ

た
練
習
場
︵
道
場
︶
が
無
く

苦
労
し
て
い
る
と
聞
く
が
安

心
し
て
稽
古
に
励
め
る
場
所

の
確
保
が
必
要
だ
。

能
美
生
涯
学
習
課
長

　

各
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
も
社

会
体
育
施
設
や
公
民
館
な
ど

漆
谷
光
夫
議
員

　

危
険
箇
所
や
改
善
す
べ
き

箇
所
は
修
繕
や
補
修
を
し
て

い
る
が
、
歩
道
や
歩
道
の
な

い
道
路
で
の
歩
行
者
、
電
動

車
、
通
学
生
な
ど
、
特
に
子

ど
も
や
高
齢
者
の
目
線
で
の

安
全
・
安
心
の
道
路
維
持
管

理
が
必
要
だ
。

　

道
路
の
維
持
管
理
に
つ
い

て
問
う
。

土
﨑
建
設
課
長

　

通
学
路
の
危
険
箇
所
は

﹁
通
学
路
の
安
全
点
検
﹂
と

い
う
シ
ス
テ
ム
で
点
検
、
危

険
箇
所
の
認
定
、
修
繕
等
の

実
施
を
し
て
い
る
。
通
学
路

以
外
は
建
設
課
で
道
路
の
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
る

が
、
危
険
箇
所
や
お
気
づ
き

の
点
が
あ
れ
ば
、
連
絡
い
た

だ
き
た
い
。
修
繕
等
の
対
策

を
行
う
。

町長

問

石
見
少
年
柔
道
教
室
に

　
　

定
ま
っ
た
道
場
を

答

空
き
施
設
を
利
用
し

　
　

支
援
し
た
い

そ
の
他
の
質
問

安全 ・安心の道路維持管理を
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いっぱん質問

地域を磨く機会ととらえる

で
あ
り
、
間
違
え
な
い
よ
う

進
め
る
。

平
野
議
員

　

小
田
切
教
授
の
言
う
﹁
地

域
を
磨
く
﹂
と
は
ど
う
い
う

事
だ
と
考
え
る
か
。

石
橋
町
長

　

地
域
の
魅
力
を
地
域
の
人

が
気
付
い
て
磨
き
上
げ
る
事

が
大
切
と
い
う
事
で
あ
る
。

地
域
が
魅
力
を
増
す
こ
と
で

自
然
と
人
が
流
れ
込
ん
で
く

る
。
地
域
が
核
だ
と
い
う
話

で
あ
り
同
感
だ
。
公
民
館
を

中
心
と
し
た
本
町
の
地
域
づ

く
り
の
取
り
組
み
は
間
違
い

な
か
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

平
野
議
員

　

依
然
と
し
て
地
方
か
ら
東

京
圏
へ
の
人
口
流
出
は
続
い

て
い
る
。
本
町
も
Ⅰ
タ
ー
ン

等
定
住
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
人
口
流
出
抑
止
策
を

町
民
と
共
に
考
え
、
町
民
に

戦
略
策
定
は
、
自
分
達
で
地

域
を
ど
う
す
る
か
を
考
え
る

良
い
機
会
で
あ
り
地
域
を
磨

く
こ
と
に
繋
が
る
。

　

行
財
政
改
善
審
議
会
答
申

の
結
果
や
町
づ
く
り
基
本
条

例
と
併
せ
て
考
え
を
今
一
歩

前
進
さ
せ
る
時
期
に
来
て
い
る
。

平
野
議
員

　

地
区
別
総
合
戦
略
策
定
の

過
程
で
住
民
の
中
に
も
自
立

へ
の
意
識
が
生
ま
れ
つ
つ
あ

る
が
ま
だ
十
分
で
は
な
い
。

町
民
の
頼
り
は
職
員
の
皆
さ

ん
だ
。
町
民
の
顔
を
見
な
が

ら
地
域
を
磨
く
方
向
に
リ
ー

ド
す
べ
き
だ
。

平
野
議
員

　

石
見
ス
タ
ジ
ア
ム
の
改
修

要
望
へ
の
対
応
を
聞
く
。

　

陰
陽
の
出
会
い
の
場
に
立

地
す
る
利
点
を
活
か
し
、
町

の
新
し
い
顔
と
し
て
思
い

切
っ
た
改
修
、
整
備
を
望

む
。

能
美
生
涯
学
習
課
長

　

修
繕
の
必
要
性
は
認
識
し

て
い
る
が
予
算
や
優
先
度
等

を
勘
案
す
る
と
難
し
い
。

石
橋
町
長

　

要
望
の
趣
旨
は
解
り
、
お

ろ
そ
か
に
は
で
き
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
今
後
何
年
間

の
計
画
の
中
で
財
政
的
な
裏

付
け
を
見
て
の
判
断
に
な

る
。
計
画
づ
く
り
を
急
が
せ

る
必
要
は
感
じ
て
い
る
。

平
野
議
員

　

町
内
各
施
設
の
改
修
・
運

用
の
長
期
的
視
野
で
の
計
画

も
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

日
高
企
画
財
政
課
長

　

体
育
施
設
へ
の
国
か
ら
の

財
政
支
援
が
少
な
い
中
で
多

く
の
施
設
を
維
持
し
て
い
く

事
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

行
財
政
改
善
の
取
り
組
み
や

現
在
策
定
中
の
公
共
施
設
総

合
管
理
計
画
を
基
に
慎
重
に

対
応
す
る
。

平
野
一
成
議
員

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
は
町

民
の
関
わ
り
が
大
き
な
要
素

と
な
る
。
Ａ
級
グ
ル
メ
等
で

議
論
し
た
町
民
の
理
解
不
足

を
生
じ
な
い
よ
う
に
町
民
へ

の
周
知
は
重
要
で
あ
る
。

日
高
商
工
観
光
課
長

　

本
年
６
月
よ
り
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
雇
用
し
今
後
の

展
開
を
検
討
す
る
た
め
の
基

礎
調
査
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
外
国
人
へ
の
抵
抗

感
を
和
ら
げ
る
よ
う
お
も
て

な
し
の
研
修
や
町
内
の
環
境

整
備
へ
検
討
を
進
め
て
い
る
。

石
橋
町
長

　

外
国
の
方
だ
か
ら
と
こ
と

さ
ら
に
構
え
る
の
で
は
な

く
、
素
の
ま
ま
の
当
町
の
姿

を
見
て
体
験
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

町
民
と
一
緒
に
行
う
事
業

課長

地方の自立につながる地方創生を 平野一成 議員

問

体
育
施
設
の

　
　

整
備
計
画
を

答

予
算
や
優
先
度
を
勘

案
す
る
と
厳
し
い

自
分
事
と
し
て
捉
え
て

い
た
だ
く
事
が
地
域
を

磨
く
こ
と
に
繋
が
る
と

考
え
る
が
、
町
と
し
て

ど
う
リ
ー
ド
す
る
か
。

服
部
総
務
課
長

　

町
民
の
行
政
参
加
へ

の
取
り
組
み
の
ル
ー
ル

化
は
重
要
だ
と
認
識
し

て
い
る
。
地
区
別
総
合

田植え囃子を楽しむ島根大学　
留学生（邑南国際交流まつり）

2015.10.15　町議会だより おおなん  — 12 —



いっぱん質問

実現に向けて協議している

和
田
文
雄
議
員

　

本
町
は
、
安
芸
高
田
市
と

県
境
に
隣
接
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

両
市
町
の
相
互
の
応
援
、
相

互
の
連
携
、
ま
た
地
域
住
民

の
協
力
は
欠
か
せ
な
い
。

　

現
在
、
安
芸
高
田
市
で
運

行
し
て
い
る
﹁
友
愛
と
ろ
っ

こ
便
﹂
の
久
喜
地
区
へ
の
輸

送
支
援
を
要
望
す
る
。
見
解

を
問
う
。

原
定
住
促
進
課
長

　

邑
南
町
、
安
芸
高
田
市
の

首
長
同
士
の
対
談
に
よ
り
、

再
度
協
議
を
進
め
久
喜
地
区

の
住
民
が
利
用
で
き
る
よ
う

担
当
者
レ
ベ
ル
で
調
整
を

行
っ
て
い
る
。

　

条
件
面
で
の
協
議
が
整
え

ば
、
両
市
町
の
議
会
で
議
決

を
得
て
、
協
議
書
を
締
結
し

安
芸
高
田
市
地
域
交
通
協
議

会
で
の
承
認
を
取
り
、
中
国

陸
運
支
局
へ
の
申
請
を
得
て

実
現
す
る
こ
と
と
な
る
。

石
橋
町
長

　

安
芸
高
田
市
と
邑
南
町
と

の
あ
い
だ
で
、
住
民
の
利
便

性
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ

と
を
明
記
し
て
、
実
現
に
向

か
っ
て
協
議
中
で
あ
る
。

　

議
会
の
議
決
も
必
要
で
あ

り
、
ハ
ー
ド
ル
を
越
え
実
現

に
向
け
時
間
は
か
か
る
と
思

う
が
、
前
向
き
に
考
え
た
い
。

和
田
議
員

　

今
後
、
高
齢
化
、
人
口
減

少
は
つ
づ
き
買
い
物
弱
者
、

交
通
弱
者
に
対
し
て
は
早
期

に
手
を
打
つ
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
本
町
の
状
況
、

対
策
に
つ
い
て
問
う
。

原
定
住
促
進
課
長

　

詳
細
な
デ
ー
タ
は
な
い

が
、
自
宅
か
ら
歩
い
て
行

け
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
、
個
人
商
店
が
な
く
自

分
で
車
を
運
転
で
き
な
い
人

が
対
象
と
考
え
ら
れ
る
。

　

町
営
バ
ス
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
を
基
本
と
し
て
、
バ
ス
便

を
確
保
し
て
き
た
。
さ
ら
に

路
線
で
対
応
で
き
な
い
部
分

を
通
院
、
買
い
物
な
ど
に
対

応
す
る
た
め﹁
け
ん
こ
う
号
﹂

﹁
ふ
く
し
号
﹂﹁
や
ま
び
こ
号
﹂

を
運
行
し
て
い
る
。

和
田
議
員

　

買
い
物
弱
者
の
支
援
策
と

し
て
、
移
動
販
売
、
宅
配

サ
ー
ビ
ス
の
運
行
が
有
効
で

は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
導

入
の
取
り
組
み
、
ま
た
一
般

業
者
に
対
す
る
車
両
の
助
成

金
制
度
に
つ
い
て
問
う
。

日
高
商
工
観
光
課
長

　

移
動
販
売
車
の
購
入
に
あ

た
っ
て
は
、
県
が
４
分
の

１
、
町
が
４
分
の
１
の
助
成

制
度
が
あ
り
、
補
助
限
度
額

は
100
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

近
年
こ
の
制
度
の
活
用
は
な

い
が
、
皆
さ
ん
へ
の
周
知
を

考
え
て
い
る
。

　

宅
配
車
両
に
つ
い
て
は
、

現
在
所
有
の
車
両
を
利
用
さ

れ
て
お
り
、
む
し
ろ
人
材
の

確
保
が
難
し
く
、
商
工
会
と

対
策
に
つ
い
て
協
議
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

和
田
議
員

　

交
通
手
段
の
支
援
策
と
し

て
、﹁
自
治
会
等
輸
送
活
動

支
援
事
業
﹂﹁
デ
マ
ン
ド
バ

ス
運
行
委
託
事
業
﹂
が
あ
る

が
、
本
町
で
は
ど
う
か
。

原
定
住
促
進
課
長

　

自
治
会
等
輸
送
活
動
支
援

事
業
だ
が
、
町
営
バ
ス
を
補

完
す
る
こ
と
が
で
き
る
運
行

で
あ
り
両
者
に
と
っ
て
有
益

な
形
で
実
施
で
き
れ
ば
、
一

緒
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行
委
託

事
業
に
つ
い
て
は
、
ス
ク
ー

ル
便
は
確
保
し
つ
つ
デ
マ
ン

ド
バ
ス
に
シ
フ
ト
す
る
と
い

う
方
法
論
が
あ
れ
ば
可
能
性

は
あ
る
が
、
状
況
を
勘
案
し

た
上
で
検
討
さ
れ
る
べ
き
と

考
え
る
。

和
田
議
員

　

国
土
形
成
計
画
で
も
交
通

網
確
保
は
主
要
課
題
と
さ
れ

て
お
り
、
集
落
を
つ
な
ぐ
交

通
手
段
を
ど
う
確
保
す
る

か
。
町
長
の
見
解
を
問
う
。

石
橋
町
長

　

中
山
間
地
域
の
問
題
で
あ

る
交
通
弱
者
の
問
題
は
、
国

交
省
も
認
識
し
て
い
る
。
小

学
校
区
で
小
さ
な
拠
点
づ
く

り
を
し
、
交
通
の
利
便
性
を

支
援
す
る
計
画
だ
が
、
今
後

10
年
間
程
度
の
継
続
性
が
必

要
で
あ
る
。
国
に
財
政
的
な

裏
付
け
を
要
望
し
、
計
画
づ

く
り
を
し
て
い
き
た
い
。

町長

和田文雄 議員 安芸高田市からの輸送支援を希望する
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いっぱん質問

行政の効率化や国民の利便性を高める制度

リ
ッ
ト
が
あ
る
か
。

②
行
政
に
は
ど
の
よ
う
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
か
。

服
部
総
務
課
長

①
税
等
の
負
担
や
給
付
支
援

の
公
平
性
・
公
正
性
が
一
層

確
保
さ
れ
、
行
政
手
続
き
の

簡
素
化
や
提
出
書
類
が
削
減

さ
れ
る
。

②
行
政
手
続
き
の
簡
素
化
に

よ
り
、
事
務
処
理
時
間
の
削

減
、
業
務
の
連
携
な
ど
に
よ

る
事
務
の
効
率
化
が
図
ら
れ

る
。

宮
田
議
員

①
本
町
が
保
有
す
る
個
人
情

報
は
、
他
の
行
政
機
関
と
共

通
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
︵
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
︶
に
よ
り
個
人
情

報
は
一
元
管
理
さ
れ
る
の
か
。

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
漏
れ
た
ら

他
の
情
報
も
漏
れ
る
の
か
。

服
部
総
務
課
長

①
特
定
個
人
情
報
︵
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
︶
は
、
一
元
管
理
せ

ず
、
各
業
務
の
な
か
で
個
人

番
号
を
付
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の

情
報
を
個
々
に
管
理
す
る
。

②
た
と
え
一
部
の
情
報
が
漏

れ
た
と
し
て
も
、
個
々
に
管

理
し
て
い
る
の
で
、
他
の
情

報
は
漏
え
い
し
な
い
。

宮
田
議
員

　

多
く
の
自
治
体
が
情
報
管

理
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に

不
安
を
抱
い
て
い
る
が
、
本

町
は
組
織
体
制
を
確
立
し
て

い
る
か
。

服
部
総
務
課
長

　

平
成
16
年
の
合
併
時
に
制

定
し
、
こ
れ
ま
で
２
度
の
改

定
を
し
て
い
る
。

　

現
在
は
、
国
の
新
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
必
要
な
改

定
を
行
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

宮
田
議
員

　

機
密
性
等
に
よ
る
情
報
資

産
の
分
類
と
取
扱
い
制
限
を

し
て
い
る
か
。

服
部
総
務
課
長

　

情
報
資
産
は
、
機
密
性
、

安
全
性
お
よ
び
可
用
性
に
よ

り
分
類
基
準
と
取
扱
い
制
限

を
規
定
し
て
い
る
。

　

主
な
分
類
基
準
は
、
私
物

パ
ソ
コ
ン
で
の
作
業
の
禁

止
、
保
管
場
所
の
制
限
、
外

部
記
録
媒
体
等
の
持
ち
込
み

禁
止
の
他
、
７
項
目
に
つ
い

て
厳
し
い
制
限
を
規
定
し
て

い
る
。

宮
田
議
員

　

大
量
の
特
定
個
人
情
報
を

含
む
情
報
資
産
の
漏
え
い
は

発
生
し
な
い
シ
ス
テ
ム
と

な
っ
て
い
る
か
。

服
部
総
務
課
長

　

基
幹
系︵
住
民
基
本
台
帳
・

税
な
ど
に
関
す
る
情
報
︶は
、

専
用
回
線
に
よ
る
シ
ス
テ
ム

で
管
理
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
回
線
と
は
分
離
し
て
お

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
た
情
報
の
漏
え
い
は
発
生

し
な
い
。

桑
野
副
町
長

　

役
場
庁
舎
内
で
使
用
す
る

端
末
︵
使
用
機
器
︶
は
邑
智

郡
総
合
事
務
組
合
が
デ
ー
タ

を
管
理
し
、
専
用
回
線
で
結

ん
で
お
り
、
端
末
に
デ
ー
タ

が
残
ら
な
い
シ
ス
テ
ム
と
し

て
い
る
。

　

さ
ら
に
パ
ス
ワ
ー
ド
を
有

す
る
職
員
の
み
を
使
用
可
能

と
す
る
制
限
を
設
定
す
る
な

ど
、
２
重
３
重
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
を
講
じ
て
い
る
。

　

現
段
階
で
は
万
全
な
管
理

体
制
を
構
築
し
、
職
員
に
も

周
知
を
図
っ
て
い
る
。

課長

宮田　博 議員

問

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ　

　
　

対
策
は
万
全
か

答

万
全
な
管
理
体
制
を

　
　

構
築
し
て
い
る

マイナンバーとはなにか

宮
田
博
議
員

　
﹁
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
﹂

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　

町
民
の
み
な
さ
ん
は
制
度

を
理
解
さ
れ
て
い
る
か
。

服
部
総
務
課
長

　

住
民
票
を
有
す
る
全
て
の

人
に
一
人
一
つ
の
12
桁
の
番

号
を
付
番
し
て
、
複
数
の
機

関
に
存
在
す
る
個
人
の
情
報

が
同
じ
人
の
情
報
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
制
度
。

　

制
度
へ
の
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
こ
と
の
重
要
性
か

ら
広
報
等
で
の
周
知
を
図
っ

て
い
る
が
、
町
民
の
み
な
さ

ん
が
理
解
さ
れ
た
か
は
承
知

し
て
い
な
い
。

宮
田
議
員

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
は

ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
の
か
。

①
個
人
に
は
ど
の
よ
う
な
メ
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いっぱん質問

水道事業の安定経営は

公営企業としての運営体制を検討

識
や
技
能
の
蓄
積
が
必
要
と

思
う
が
、
専
門
職
員
を
ど
の

よ
う
に
確
保
し
て
い
く
の

か
。

朝
田
水
道
課
長

　

水
道
業
務
に
従
事
す
る
職

員
に
必
要
な
資
格
は
﹁
布
設

工
事
監
督
者
﹂
と
﹁
水
道
技

術
管
理
者
﹂
が
あ
る
。
実
務

経
験
も
し
く
は
試
験
、
講
習

を
受
け
る
こ
と
で
取
得
で
き

る
。

大
屋
議
員

　

有
収
率
︵
配
水
水
量
の
う

ち
料
金
を
徴
収
し
た
水
量
の

割
合
︶と
そ
の
改
善
対
策
は
。

朝
田
水
道
課
長

　

26
年
度
は
75
％
で
あ
っ

た
。
全
国
の
25
年
度
の
平
均

は
92
％
で
あ
り
、
国
の
目
標

は
中
小
規
模
の
事
業
で
95
％

以
上
で
あ
る
。
有
収
率
が
低

い
原
因
は
、
漏
水
・
メ
ー
タ

の
不
感
・
消
防
用
水
で
の
使

用
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
流
量
デ
ー
タ
等
の
監
視
、

専
門
業
者
に
よ
る
管
路
診
断

調
査
、
現
場
調
査
な
ど
に
よ

り
漏
水
防
止
対
策
に
努
め
て

い
る
。

大
屋
議
員

　

給
水
人
口
の
減
少
、
ト
イ

レ
な
ど
の
節
水
技
術
の
向
上

目
標
達
成
を
望
む
。

大
屋
議
員

　

建
設
業
で
は
資
格
者
の
確

保
が
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、

今
後
の
公
共
事
業
は
修
繕
が

中
心
と
な
る
が
、
必
要
な
技

能
等
の
取
得
対
策
は
。

土
﨑
建
設
課
長

　

邑
南
町
建
設
業
組
合
で

は
、
橋
梁
の
修
繕
な
ど
特
殊

技
能
を
有
す
る
工
事
に
対
応

す
る
た
め
準
備
を
進
め
て
い

る
。

　

建
設
技
能
労
働
者
は
減
少

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
も

担
い
手
の
中
長
期
的
な
育

成
・
確
保
を
基
本
方
針
の
一

つ
に
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

り
県
も
在
職
中
の
資
格
取
得

な
ど
の
支
援
を
開
始
し
た
。

ま
た
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
も
人

材
確
保
育
成
策
を
行
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
制
度
を
活
用

す
る
と
と
も
に
、
状
況
を
把

握
し
な
が
ら
町
の
支
援
策
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

に
よ
り
水
道
経
営
は
厳
し
さ

を
増
す
の
で
は
な
い
か
。

朝
田
水
道
課
長

　

水
道
は
町
民
の
生
活
や
社

会
活
動
を
支
え
、
安
全
な
水

を
安
定
し
て
届
け
る
役
割
が

あ
る
。
し
か
し
、
水
道
料
金

収
入
は
伸
び
悩
ん
で
お
り
、

今
後
は
施
設
の
老
朽
化
対
策

な
ど
課
題
を
見
据
え
た
運
営

を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
は
、
水

道
料
金
収
入
を
主
財
源
と
す

る
独
立
採
算
制
の
公
営
企
業

会
計
と
な
る
。
現
在
、
公
営

企
業
と
し
て
運
営
す
る
た
め

の
組
織
体
制
、
施
設
の
維
持

管
理
体
制
、
運
営
体
制
の
確

保
等
を
検
討
し
て
い
る
。

大
屋
議
員

　

地
形
、
給
水
人
口
な
ど
中

山
間
地
域
特
有
の
状
況
も
あ

る
。
安
定
供
給
と
経
営
の
効

率
化
は
相
反
す
る
も
の
で
あ

る
。
町
の
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
も

最
新
の
数
値
に
し
て
示
す
こ

と
に
よ
り
議
会
や
住
民
の
理

解
を
深
め
て
ほ
し
い
。

　

ま
た
、
給
水
人
口
の
減
少

は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
だ

か
ら
、
産
業
振
興
や
定
住
対

策
の
施
策
は
成
果
が
求
め
ら

れ
る
。
安
定
し
た
経
営
が
で

き
る
よ
う
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の

大
屋
光
宏
議
員

　

水
道
は
安
定
し
て
供
給
さ

れ
て
い
る
か
。

朝
田
水
道
課
長

　

簡
易
水
道
の
水
源
は
、
羽

須
美
地
域
に
４
か
所
、
瑞
穂

地
域
に
８
か
所
、
石
見
地
域

に
８
か
所
確
保
し
て
い
る
。

　
﹁
邑
南
町
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
﹂

︵
平
成
21
年
︶
で
は
安
心
・

安
定
・
持
続
・
環
境
・
管
理

等
の
各
種
指
標
を
設
定
し
事

業
の
評
価
を
し
て
い
る
。
給

水
人
口
一
人
当
た
り
貯
留
飲

料
水
量
、
配
水
池
貯
留
能
力

等
の
数
値
は
高
く
安
定
供
給

が
で
き
て
い
る
。
な
お
、
給

水
制
限
、
陥
没
事
故
は
な

く
、
豪
雨
災
害
等
に
よ
る
断

水
は
発
生
し
た
が
早
期
復
旧

を
し
て
い
る
。

大
屋
議
員

　

安
定
供
給
の
た
め
に
は
知

課長

大屋光宏 議員

答

既
存
の
対
策
の

　
　
　
　

活
用
を

問

建
設
業
に
お
け
る

資
格
取
得
支
援
は
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いっぱん質問

原点に返り、 実態に沿った施策を町長

用
を
図
る
よ
う
、
所
有
者
等

に
指
導
を
行
っ
て
い
く
。

亀
山
議
員

　

平
成
21
年
の
農
地
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
が
本
町

に
与
え
た
影
響
の
概
要
と
そ

の
対
応
状
況
は
ど
う
か
。

田
中
農
業
委
員
会
長

　

法
律
の
目
的
が
農
地
は
耕

作
者
所
有
主
義
か
ら
、
農
地

の
貸
借
を
含
め
効
率
的
な
利

用
促
進
主
義
に
改
め
ら
れ

た
。
農
地
の
適
正
か
つ
効
率

的
な
利
用
の
確
保
責
務
規
定

が
新
た
に
設
け
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
農
地
取
得
の
下
限

面
積
︵
原
則
50
ａ
︶
を
地
域

の
実
情
に
応
じ
、
別
段
面
積

と
し
て
農
業
委
員
会
の
判
断

で
引
き
下
げ
が
可
能
と
な
っ

た
。

　

本
町
で
は
、
平
成
21
年
12

月
か
ら
、
旧
口
羽
村
30
ａ
、

旧
阿
須
那
村
等
一
部
旧
村
は

40
ａ
に
設
定
し
、
平
成
23
年

11
月
か
ら
別
段
面
積
の
さ
ら

な
る
引
き
下
げ
を
行
い
、
羽

須
美
地
域
で
は
20
ａ
、
瑞

穂
、
石
見
地
域
で
は
30
ａ
と

し
て
い
る
。

亀
山
議
員

　

人
口
確
保
施
策
と
し
て
空

き
家
対
策
、
移
住
者
勧
誘
を

進
め
て
い
る
。
移
住
者
へ
土

Ⅰ
タ
ー
ン
者
の
農
地
取
得
に

よ
る
耕
作
放
棄
地
の
減
少
が

見
込
め
る
こ
と
で
、
デ
メ

リ
ッ
ト
は
小
規
模
な
農
家
の

増
加
、
担
い
手
へ
の
農
地
の

集
団
化
の
妨
げ
と
な
る
懸
念

が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
十
分
に

考
慮
し
、
地
域
の
意
見
を
聴

き
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

亀
山
議
員

　

農
業
、
農
地
の
多
面
的
機

能
に
鑑
か
ん
が

み
、
農
産
物
の
生

産
・
販
売
目
的
で
あ
っ
た
農

業
に
、
作
物
を
育
て
る
楽
し

み
、
自
給
す
る
喜
び
を
あ
じ

わ
う
農
業
を
本
町
農
業
の
位

置
づ
け
に
加
え
、
Ａ
級
グ
ル

メ
の
新
た
な
展
開
を
模
索
す

べ
き
時
と
考
え
る
が
、
町
長

の
所
見
を
問
う
。

石
橋
町
長

　

制
度
を
実
態
に
あ
っ
た
形

に
し
な
い
と
、
結
局
は
農
地

も
守
れ
な
い
。

　

こ
の
こ
と
は
全
国
で
も
同

じ
よ
う
な
課
題
を
抱
え
て
い

て
、
県
や
全
国
の
町
村
会
は

こ
れ
ま
で
に
も
農
水
省
に
要

望
を
し
て
い
る
。
地
方
分
権

の
観
点
か
ら
も
実
現
に
向
け

て
が
ん
ば
っ
て
い
く
。

地
の
所
有
権
移
転
を
す
る
際

農
地
が
障
害
と
な
っ
て
い
る

と
聞
く
。
本
町
で
の
状
況
は

ど
う
か
。

原
定
住
促
進
課
長

　

空
き
家
登
録
し
た
い
と
い

う
物
件
に
は
、
農
地
付
き
の

も
の
が
多
い
。
農
地
は
地
元

農
家
に
も
買
っ
て
も
ら
え
な

い
と
い
う
実
情
も
あ
り
、
空

き
家
と
農
地
を
セ
ッ
ト
で
手

放
し
た
い
希
望
は
あ
る
が
、

田
畑
は
農
地
法
の
制
限
に
よ

り
、
一
般
の
方
は
取
得
で
き

な
い
。

　

空
き
家
の
購
入
や
賃
借
を

希
望
す
る
方
も
、
家
庭
菜
園

レ
ベ
ル
の
農
地
は
欲
し
い

が
、
空
き
家
と
セ
ッ
ト
の
土

地
が
希
望
以
上
の
広
さ
の
田

畑
で
あ
る
た
め
、
た
め
ら
っ

て
購
入
の
障
害
に
な
る
と
い

う
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

亀
山
議
員

　

農
地
の
受
け
手
と
し
て
、

自
給
農
家
や
家
庭
菜
園
的
農

家
を
対
象
と
す
る
た
め
に
、

農
地
の
所
有
権
移
転
の
条
件

と
な
る
別
段
面
積
の
さ
ら
な

る
引
き
下
げ
の
検
討
は
で
き

な
い
か
。

田
中
農
業
委
員
会
会
長

　

引
き
下
げ
に
よ
る
メ
リ
ッ

ト
は
新
規
参
入
者
の
増
加
、

農地の多面的活用で田舎再生を 亀山和巳 議員

亀
山
和
巳
議
員　
　
　
　
　

　

農
業
の
担
い
手
不
足
や
耕

作
放
棄
地
、
荒
廃
地
の
増
加

が
顕
著
で
、
今
後
は
不
在
農

家
の
増
加
も
懸
念
さ
れ
る
。

　

農
地
の
利
用
状
況
調
査
結

果
と
農
業
委
員
会
の
農
地
保

全
に
向
け
た
取
組
状
況
、
委

員
会
の
方
針
は
ど
う
か
。

田
中
農
業
委
員
会
会
長

　

平
成
26
年
度
調
査
の
結
果

は
、
町
内
全
体
で
耕
作
放
棄

地
は
346
・
02

 

ha
で
、
そ
の
内

再
生
利
用
が
可
能
な
荒
廃
農

地
は
98
・
02

 

ha
。
こ
れ
は

所
有
者
等
に
対
し
て
利
用
意

向
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
再

生
利
用
が
困
難
な
荒
廃
農
地

248
・
00

 

ha
は
非
農
地
と
し
て

農
地
台
帳
上
か
ら
削
除
を
進

め
る
。

　

守
る
べ
き
農
地
を
は
っ
き

り
さ
せ
、
農
地
の
適
正
な
利
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いっぱん質問

日野原利郎 議員

高い目標だが不可能ではない

２
０
３
０
年
ま
で
に
段
階
的

に
２
・
39
ま
で
上
昇
し
、
毎

年
男
女
の
家
族
が
転
入
し
て

く
る
こ
と
と
し
て
推
計
し
て

い
る
。
そ
の
根
拠
は
ど
こ
に

あ
る
の
か
。

原
定
住
促
進
課
長

  

日
本
一
の
子
育
て
村
構
想

で
年
間
の
出
生
数
を
100
人
と

し
て
い
る
。
そ
の
８
割
の
実

績
を
見
込
み
推
計
す
る
と
合

計
特
殊
出
生
率
は
２
・
39
と

な
る
。
さ
ら
に
、
各
公
民
館

単
位
に
20
代
夫
婦
が
転
入
し

て
12
組
、
30
代
夫
婦
４
人
家

族
が
10
組
の
転
入
が
あ
れ
ば

達
成
可
能
と
考
え
る
。

日
野
原
議
員

　

近
々
示
さ
れ
る
﹁
邑
南
町

版
総
合
戦
略
﹂
の
中
で
、
①

住
宅
確
保
対
策
と
し
て
集
落

振
興
事
業
、
空
き
家
改
修
事

業
の
充
実　

②
高
速
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
Ⅰ

Ｔ
関
連
企
業
の
誘
致
等
で
働

き
場
の
確
保　

③
結
婚
、
出

産
、
子
育
て
支
援
体
制
の
充

実
の
た
め
の
専
門
機
関
の
組

織
化
﹂
以
上
３
点
に
つ
い
て

町
長
の
考
え
を
問
う
。

石
橋
町
長

  

社
会
動
態
も
出
生
数
も
昨

年
と
比
較
し
、
か
な
り
増
え

て
い
る
。
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は

日
野
原
議
員

　

次
に
﹁
農
地
中
間
管
理
事

業
﹂
に
つ
い
て
、
昨
年
始

ま
っ
た
事
業
だ
が
︵
国
。
県

の
状
況
︶、
本
町
の
状
況
は
。

﹁
人
農
地
プ
ラ
ン
﹂
に
よ
っ

て
農
地
の
集
積
が
図
ら
れ
て

き
た
が
、
策
定
状
況
は
。

植
田
農
林
振
興
課
長

  

本
町
で
は
８
月
末
時
点
で

受
け
手
登
録
農
家
数
20
戸

︵
内
法
人
11
︶で 

借
入
面
積
、

転
貸
面
積
と
も
に
20
・
３
ha

と
な
っ
て
い
る
。

  

す
べ
て
の
地
域
を
カ
バ
ー

す
る
プ
ラ
ン
は
策
定
済
み
だ

が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ニ
ー
ズ

の
把
握
は
で
き
て
い
な
い
。

日
野
原
議
員

  

ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
お
お
な

ん
、
Ｊ
Ａ
サ
ポ
ー
ト
経
営
体

の
役
割
は
。

植
田
農
林
振
興
課
長

  

受
け
手
農
家
が
い
な
い
と

こ
ろ
を
ど
う
す
る
か
が
課

題
。
採
算
、
収
支
を
含
め

て
、
町
全
体
の
農
地
を
総
合

的
に
ど
う
維
持
し
て
い
く
か

を
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

高
い
目
標
だ
が
不
可
能
で
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。

  

本
町
の
実
情
に
即
し
た
働

き
場
の
確
保
は
重
要
な
課

題
。
サ
ー
ビ
ス
産
業
従
事
者

や
福
祉
産
業
従
事
者
等
処
遇

改
善
も
大
き
な
課
題
。
県
知

事
も
企
業
誘
致
に
力
を
入
れ

る
と
し
て
い
る
。
今
後
起
業

家
の
推
進
を
含
め
県
と
連
携

し
て
進
め
た
い
。

  

空
き
家
の
利
活
用
に
行
政

と
し
て
積
極
的
に
介
入
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
雲
南
市

に
有
効
な
事
例
が
あ
る
。
今

後
検
討
し
た
い
。

　

結
婚
に
つ
い
て
も
行
政
と

し
て
積
極
的
に
介
入
し
て
出

会
い
の
場
づ
く
り
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
増
員
等
を

図
る
と
と
も
に
本
町
を
支
え

る
﹁
人
づ
く
り
﹂
が
最
も
重

要
と
考
え
る
。

日
野
原
議
員

  

こ
れ
か
ら
の
10
年
20
年
を

ど
う
す
る
か
で
本
町
の
未
来

が
決
ま
っ
て
く
る
。
行
政
と

我
々
町
民
一
丸
と
な
っ
て
活

力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
ま
い

進
す
る
必
要
が
あ
る
。

日
野
原
利
郎
議
員

　

人
口
減
少
が
今
後
加
速
的

に
進
み
、
現
在
１
億
２
千
万

人
の
人
口
が
２
０
６
０
年
に

は
８
千
670
万
人
に
ま
で
減
少

す
る
と
い
わ
れ
る
中
で
、
国

は
合
計
特
殊
出
生
率
を
段
階

的
に
２
・
07
ま
で
上
げ
て

２
０
６
０
年
に
１
億
200
万
人

を
確
保
す
る
と
の
長
期
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
を
立
て
た
。

  

本
町
も
近
年
の
社
会
動
態

改
善
の
兆
し
が
あ
る
と
は
い

え
、
現
在
１
万
１
千
400
人
の

人
口
が
２
０
６
０
年
に
は
５

千
500
人
に
ま
で
減
少
す
る
と

予
測
さ
れ
、
国
同
様
﹁
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
﹂
を
立
て
た
。
そ

れ
は
、
２
０
４
０
年
ま
で
は

減
少
を
続
け
る
も
の
の
、
以

降
１
万
人
程
度
を
確
保
す

る
と
い
う
も
の
。
こ
れ
に

は
、
合
計
特
殊
出
生
率
を

町長

人口ビジョン目標達成は

問

農
地
集
積
の

　
　
　

現
状
は

答

町
内
全
農
地
の

　
　

総
合
的
検
討
を

合計特殊出生率
人口統計上、一人の女性が一生
に産む子どもの数の平均値
　　全国　　　1.38
　　島根県　　1.64
　　邑南町　　2.15
　　（H20 ～ 24の平均)
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視
察
研
修
報
告

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会
は

７
月
13
日
か
ら
３
日
間
富
山

県
で
行
わ
れ
て
い
る
高
齢

者
、
障
が
い
者
、
子
ど
も
が

共
に
通
所
す
る
富
山
型
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
現
場
、
民
間
法

人
３
施
設
を
訪
問
し
ま
し

た
。

富
山
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

「にぎやか」で説明をしていただいた利用者
（山ちゃんとはなやん）と一緒に

「しおんの家」で山田代表から説明を受ける

①
富
山
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

﹁
し
お
ん
の
家
﹂
山
田
和
子

代
表

　
﹁
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
﹂

を
め
ざ
し
、
多
機
能
型
フ

リ
ー
ハ
ウ
ス
、
認
知
症
デ
イ

＆
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

な
ど
高
齢
者
、
障
が
い
者

︵
児
︶、
４
つ
の
家
で
９
つ
の

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。

②
富
山
型
デ
イ
ケ
ア
ハ
ウ
ス

﹁
に
ぎ
や
か
﹂
阪
井
由
佳
子

代
表

　

年
齢
や
障
が
い
の
有
無
に

限
ら
ず
﹁
あ
り
の
ま
ま
﹂
を

受
け
入
れ
、
愉
快
に
に
ぎ
や

か
に
過
ご
せ
る
施
設
で
す
。

社
訓
は
﹁
死
ぬ
ま
で
面
倒
を

見
ま
す
。
あ
り
の
ま
ま
を
受

け
入
れ
ま
す
。
い
い
加
減
で

す
み
ま
せ
ん
﹂。
職
員
採
用

条
件
は
﹁
長
年
の
現
場
経
験

よ
り
、
豊
富
な
人
生
経
験
﹂、

﹁
資
格
あ
り
よ
り
、
ワ
ケ
あ

り
優
先
﹂
と
の
こ
と
で
す
。

③
富
山
型
施
設﹁
お
ら
と
こ
﹂

野
入
美
津
恵
代
表

　
﹁
も
う
ひ
と
つ
の
我
が
家
、

も
う
ひ
と
つ
の
家
族
﹂
を
目

標
と
し
て
赤
ち
ゃ
ん
、
乳
幼

児
、
障
が
い
者
︵
児
︶、
お

年
寄
り
、
年
齢
、
性
別
に
関

わ
り
な
く
受
け
入
れ
て
い
ま

す
。

　

小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
＆

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
︵
駄
菓
子
屋

併
設
︶
や
就
労
継
続
支
援
Ｂ

型
施
設
な
ど
を
運
営
す
る
民

間
法
人
で
す
。

　　

３
施
設
と
も
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
で
熱
意
と
行
動
力
あ
ふ
れ

る
女
性
理
事
長
の
も
と
で
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

富
山
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は

平
成
５
年
に
惣
万
佳
代
子
さ

ん
達
３
人
の
看
護
師
が
中
心

に
な
り
、
県
や
市
と
幾
度
も

交
渉
を
続
け
実
現
し
ま
し

た
。

　

介
護
保
険
制
度
導
入
以

来
、
各
地
で
介
護
施
設
が
建

設
さ
れ
、
介
護
度
に
沿
っ
た

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
利
用
者
の
立
場
に

な
っ
た
身
近
な
地
域
で
家
庭

的
な
サ
ー
ビ
ス
も
必
要
と
感

じ
ま
し
た
。

　

本
町
の
今
後
の
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
構
築
の
ヒ
ン
ト
と
な
る

視
察
で
し
た
。
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日
高
泉
さ
ん
に
功
労
者
表
彰

  

町
の
監
査
委
員
は
議
会

と
同
様
に
町
長
部
局
か
ら

独
立
し
た
地
位
を
認
め
ら

れ
た
、
地
方
自
治
法
で
定

め
る
重
要
な
執
行
機
関
の

一
つ
で
す
。 

そ
の
監
査

委
員
の
事
務
局
は
議
会
事

務
局
に
併
設
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

監
査
委
員
事
務
局
は
、

監
査
委
員
の
監
査
方
針
に

基
づ
き
監
査
資
料
の
精

査
、
監
査
報
告
書
作
成
等

の
監
査
委
員
の
仕
事
を
補

助
す
る
た
め
の
機
関
で

す
。

　

職
員
は
、
議
会
事
務
局

と
監
査
委
員
事
務
局
、
両

方
の
職
務
を
忙
し
く
こ
な

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
日
高
泉
監

査
委
員
事
務
局
員
︵
調
整

監
︶
が
長
年
に
わ
た
り
職

務
に
精
励
し
、
功
績
が
特

に
顕
著
で
あ
っ
た
と
し

て
、
島
根
県
町
村
監
査
委

員
協
議
会
か
ら
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が

始
ま
り
ま
し
た

政
手
続
の
際
、
特
定
の
個
人

を
識
別
す
る
制
度
で
す
。

　

本
年
10
月
、
個
人
番
号
の

﹁
通
知
カ
ー
ド
﹂
が
送
付
さ

れ
、
翌
年
１
月
か
ら
利
用
開

始
と
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
先
立
ち
、
９
月
定

例
議
会
に
町
個
人
情
報
保
護

条
例
と
町
手
数
料
条
例
の
一

部
改
正
議
案
が
上
程
さ
れ
、

制
度
の
具
体
的
内
容
が
議
会

に
示
さ
れ
ま
し
た
。

  

委
員
会
や
全
員
協
議
会
、

質
疑
で
の
審
議
課
程
で
、
多

く
の
質
問
や
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

  

個
人
情
報
の
漏
洩
や
他
人

に
よ
る
悪
用
の
心
配
か
ら
の

質
問
に
は
シ
ス
テ
ム
が
独
立

し
て
い
る
こ
と
や
専
属
担
当

者
以
外
は
取
り
扱
え
な
い
こ

と
、
裏
面
の
番
号
を
隠
す

カ
ー
ド
ケ
ー
ス
の
使
用
な
ど

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

  

議
会
か
ら
は
、
こ
の
制
度

が
い
ま
だ
町
民
に
十
分
理
解

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
カ
ー

ド
発
行
手
続
や
カ
ー
ド
利
用

方
法
、
注
意
事
項
な
ど
の
広

報
を
徹
底
す
る
よ
う
要
望
し

ま
し
た
。

マイナンバー制度のイメージ

賞状を受け取る日高泉さん

　

こ
れ
ま
で
、
日
本
で
は
、

基
礎
年
金
番
号
、
納
税
者
番

号
、
健
康
保
険
被
保
険
者
番

号
、
運
転
免
許
証
番
号
な
ど

各
行
政
機
関
が
個
別
に
個
人

番
号
を
つ
け
て
い
る
た
め
、

国
民
の
個
人
情
報
管
理
が
で

き
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
、
佐
藤
栄
作
内
閣

が
昭
和
43
年
国
民
総
背
番
号

制
の
導
入
を
め
ざ
し
て
き
ま

し
た
が
、
こ
れ
ま
で
実
現
に

は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

昨
年
５
月
、
こ
の
法
律
が

成
立
し
、
本
年
４
月
か
ら
広

報
お
お
な
ん
に
掲
載
さ
れ
た

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
︵
番
号

制
度
︶
と
は
、
全
て
の
国
民

に
12
桁
の
番
号
を
振
り
、
行
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邑南町　議会の10年

平成１７年５月　第１回議会公選　
立候補者多数の大激戦　定数１８名に　

平成１６年１０月　合併時　総勢３９人
席が足りず、長机を並べ、すし詰め状態の議場となりました
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邑南町　議会の10年広報50号特集

平成２５年５月　第３回議会公選
新旧交代となり新人６人、初の女性議員が誕生

(写真は平成２７年９月現在)　　　　　　

平成２１年５月　第２回議会公選　無投票選挙
定数削減により１５名となりました
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情
報
公
開
に
努
め
ま
す

辰
田
直
久　
議
長　
　

　

記
念
す
べ
き
第
50
号
の
議
会
広
報
を
発
行
す

る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
編
集
に
携
わ
っ
て
こ

ら
れ
た
議
員
各
位
の
ご
苦
労
に
敬
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、
ご
愛
読
を
い
た
だ
い
て
い
る
町

民
の
皆
さ
ま
に
厚
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

合
併
後
11
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
一
般
質

問
を
中
心
に
各
々
の
視
点
か
ら
の
内
容
も
工
夫

し
な
が
ら
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
も
含
め
、
情
報

の
公
開
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
住
み
続
け
た
い
邑
南
町
を
築
く
た
め

に
、
議
会
と
し
て
の
責
務
を
果
た
す
べ
く
活
動

を
行
い
な
が
ら
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
記
事
を
正
確

か
つ
解
り
易
く
、
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

さ
ら
な
る
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

歴代議長のコメント

親
し
ま
れ
る
広
報
を

三
上　

徹　
議員

　

合
併
時
の
39
人
の
議
員
紹

介
等
の
特
集
号
か
ら
各
号
を

懐
か
し
く
目
を
通
し
て
見
る

と
、
そ
の
時
代
時
代
の
出
来

事
が
鮮
明
に
よ
み
が
え
っ
て

来
ま
し
た
。
文
章
表
現
の
違

い
か
ら
厳
し
い
お
叱
り
や
投

書
も
い
た
だ
い
た
事
も
あ
り

ま
し
た
が
議
会
の
歴
史
が
一

目
で
解
る
広
報
誌
と
し
て
責

任
と
重
要
性
を
感
じ
ま
す
。

　

も
と
も
と
は
各
議
員
が
議

会
報
告
誌
と
し
て
発
行
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
誇
張
内
容

も
多
い
事
か
ら
議
会
で
統
一

し
た
も
の
を
と
全
国
各
議
会

に
段
々
に
普
及
し
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。
今
後
も
真
実
を

伝
え
、
親
し
ま
れ
る
議
会
だ

よ
り
に
鋭
意
努
力
し
継
続
を
。

情
報
公
開
の
牽
引
役
を

桑
野
剛
司　
さん

　

町
政
と
住
民
を
結
ぶ
﹁
議

会
だ
よ
り
﹂
が
節
目
の
50

号
。
皆
さ
ん
の
ご
努
力
に
敬

意
を
表
し
ま
す
。
情
報
公
開

の
一
環
と
し
て
の
議
会
報
は

審
議
の
結
果
だ
け
で
な
く
政

策
決
定
の
経
緯
が
分
か
る
よ

う
な
審
議
状
況
の
公
開
が
命

で
す
。

　

併
せ
て
議
案
の
説
明
や
討

論
な
ど
も
テ
レ
ビ
公
開
を
求

め
る
声
が
聞
か
れ
る
昨
今
で

す
。

　

そ
の
こ
と
に
よ
り
政
策
に

対
す
る
批
判
や
賛
意
、
提
言

な
ど
が
議
会
に
届
く
よ
う
に

な
れ
ば
そ
れ
こ
そ
万
々
歳
！

　

50
号
が
新
た
な
始
ま
り
と

な
り
ま
す
よ
う
期
待
し
て
い

ま
す
。

情
報
公
開
の
糧
と
し
て

山
中
康
樹　
議員

　

議
員
と
首
長
は
住
民
に
責

任
を
負
う
。
両
方
は
住
民
の

た
め
に
、
行
動
を
緊
張
し
て

協
力
し
合
う
と
い
う
要
素
で

な
り
た
っ
て
い
ま
す
。

　

首
長
は
政
策
の
立
案
と
予

算
の
執
行
、
議
会
は
多
様
な

意
見
を
基
に
行
政
の
無
駄
を

監
視
し
、
暴
走
を
止
め
、
予

算
案
の
修
正
や
条
例
の
策
定

を
通
じ
て
、
政
策
を
提
案
す

る
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

情
報
公
開
を
し
て
、
住
民

の
間
で
も
議
論
が
起
き
る
よ

う
に
す
る
責
務
が
あ
り
、
議

会
広
報
に
よ
り
、
議
員
個
人

の
賛
否
も
公
開
し
て
い
ま

す
。

　

50
号
を
節
目
と
し
、
今
後

の
充
実
に
期
待
し
ま
す
。

住
民
自
治
の
パ
イ
プ
役

故　

松
本　

正　
さん

　

故
・
松
本
正
元
議
長
は
平

成
23
年
５
月
に
就
任
さ
れ
、

２
年
間
に
わ
た
り
議
会
運
営

と
町
民
と
町
の
た
め
に
多
大

な
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
功
労
を
称
え
、
心
よ
り

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

就
任
当
時
の
議
会
だ
よ
り

の
挨
拶
で
﹁
議
会
と
し
て
は

チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強
化
、
そ

し
て
議
員
が
地
域
の
声
に
即

応
し
た
パ
イ
プ
役
に
な
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
住
民
自

治
を
実
現
す
る
た
め
の
機
関

と
し
て
、
そ
の
役
割
を
再
認

識
し
、
身
近
な
議
会
を
築
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
﹂
と

述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の

心
を
重
く
受
け
止
め
た
い
と

思
い
ま
す
。(

漆
谷
・
記)
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紙
齢
50
号
と
聞
い
て
、
時

の
早
さ
を
痛
感
し
つ
つ
編
集

の
ご
苦
労
を
感
謝
す
る
。

  

子
育
て
日
本
一
を
め
ざ

し
、
立
派
な
教
育
が
な
さ
れ

る
邑
南
町
。
子
ど
も
達
の
将

来
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

中
で
も
、
ス
ポ
ー
ツ
面
で
の

活
躍
は
す
ば
ら
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
施
設

面
で
は
ま
だ
ま
だ
と
感
じ
ま

す
。

  

は
す
み
温
水
プ
ー
ル
は
充

実
し
た
設
備
と
は
思
え
ま
せ

ん
。
他
に
も
施
設
の
充
実
が

急
が
れ
る
も
の
も
あ
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

施
設
の
中
で
も
子
ど
も
達
は

一
生
懸
命
に
頑
張
っ
て
い

て
、
全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
に

も
出
場
し
て
い
ま
す
。

  

頑
張
っ
て
い
る
子
ど
も
達

を
見
る
た
び
に
、
少
し
で
も

早
く
充
実
し
た
施
設
の
整
備

を
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

地
方
創
生
が
叫
ば
れ
て
い

る
昨
今
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
町
づ
く
り
の
一
つ
と
し
て

高
齢
者
や
身
障
者
の
目
線
で

寄
与
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
会
に
一
言

　

広
報
50
号
の
出
版
に
あ
た
り
、
町
内
各
地
、
各
年
代
か

ら
、
議
会
や
議
会
広
報
、
町
政
に
対
す
る
要
望
や
ご
意
見

を
伺
い
ま
し
た
。

議
会
報
よ
不
滅
で
あ
れ

瑞
穂
地
域

日
高
勝
明
さ
ん

　

私
の
生
活
の
満
足
度
を
点

数
に
し
た
ら
60
点
く
ら
い
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
で
も
こ
の
町

が
好
き
な
の
だ
。

　

だ
が
最
近
、
高
齢
の
親
に

自
分
の
将
来
を
重
ね
て
し
ま

う
。
商
店
や
病
院
か
ら
遠

く
、
車
の
運
転
が
お
ぼ
つ
か

な
く
な
っ
て
も
自
分
の
家
で

暮
ら
し
た
い
が
、
不
都
合
な

体
で
遠
い
バ
ス
停
ま
で
行
け

る
の
か
。
介
護
保
険
を
利
用

す
る
時
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者

が
足
り
る
の
か
。
な
ど
な

ど
。
こ
れ
ら
の
不
安
に
こ
の

町
に
住
み
続
け
て
も
大
丈
夫

な
の
か
と
い
う
疑
問
が
湧

く
。

　

大
丈
夫
だ
よ
ね
、
邑
南
町
。

  

﹁
池
月
酒
造
株
式
会
社
﹂

と
申
し
ま
す
。
我
が
社
は
、

今
年
で
創
業

112
年
目
を
迎
え

る
造
り
酒
屋
を
営
ん
で
い
ま

す
。

　

邑
南
町
に
は
、
平
成
26
年

１
月
１
日
よ
り
施
行
さ
れ
た

﹁
地
酒
で
乾
杯
条
例
﹂
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
条
例
は
山
陰

で
一
番
早
く
本
町
で
策
定
さ

れ
、
同
一
の
町
内
に
酒
蔵
が

３
軒
と
も
に
元
気
に
活
動
し

て
い
る
、
島
根
県
で
も
有
数

の
酒
処
の
町
で
す
。

  

邑
南
町
は
、
豊
か
な
自
然

に
囲
ま
れ
﹁
水
・
米
・
気
候
﹂

共
に
良
質
で
あ
り
、﹁
農
・

商
・
工
﹂
を
通
じ
て
酒
造
り

と
い
う
伝
統
産
業
と
と
も
に

地
域
貢
献
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
﹁
邑
南
町
に
住
み
た
い
﹂

あ
る
日
突
然
の
夫
の
一
言
か

ら
、
ど
ん
ど
ん
話
が
進
み
今

年
か
ら
邑
南
町
で
の
生
活
が

始
ま
り
ま
し
た
。
夫
に
と
っ

て
は
、
見
知
ら
ぬ
土
地
で
す

子
ど
も
の
活
躍
に
期
待

羽
須
美
地
域

河
野
朋
子
さ
ん

生
活
弱
者
の
目
線
で

石
見
地
域

日
野
國
人
さ
ん

が
ん
ば
れ
邑
南
町

瑞
穂
地
域

森
脇
和
代
さ
ん

地
酒
で
乾
杯

羽
須
美
地
域

末
田
誠
一
さ
ん

生
ま
れ
育
っ
た
町
で

石
見
地
域

亀
山
涼
子
さ
ん

　

議
会
報
の
編
集
は
私
の
38

年
の
議
員
活
動
の
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
だ
っ
た
。
引
退
し
て

２
年
余
、
届
く
議
会
報
を
見

る
に
つ
け
育
ち
ゆ
く
愛
し
子

を
目
を
細
め
て
見
守
る
思
い

で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

も
早
く
て
い
い
が
＂
見
過
ご

す
＂
こ
と
が
多
い
。
紙
面
の

広
報
で
は
＂
読
み
止
め
て
＂

﹁
な
ぜ
？
﹂
と
考
え
る
。
こ

れ
が
強
み
だ
。

　

議
会
報
よ
不
滅
で
あ
れ
。

が
、
結
婚
以
来
何
回
か
訪
れ

て
い
る
う
ち
に
す
っ
か
り
気

に
入
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で

す
。
私
に
は
生
ま
れ
育
っ
た

地
で
す
し
、
子
供
達
も
恵
ま

れ
た
環
境
の
中
で
育
て
る
こ

と
が
出
来
、
願
っ
て
も
な
い

こ
と
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
地
域
の
方
と

の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
安
心

し
て
人
生
を
楽
し
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
の
例
と
し
て
、
歩
道

の
一
斉
点
検
が
必
要
で
す
。

町
内
の
歩
道
が
創
設
以
来
一

回
も
補
修
整
備
さ
れ
て
い
な

い
の
で
電
動
車
の
運
転
も
大

変
な
状
態
で
あ
り
、
早
速
に

歩
道
の
点
検
と
整
備
に
町
政

は
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。

　

常
日
頃
か
ら
町
内
の
弱
者

の
立
場
に
立
ち
、
本
当
に
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り

に
尽
力
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
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日
貫
地
区
で
は
、
夢
づ
く

り
プ
ラ
ン
事
業
を
経
て
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
再
生
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業︵
５
年
間
︶

に
取
り
組
ん
で
、
今
年
で
４

年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

日
貫
地
区
で
の
こ
の
事
業

の
名
称
は
、﹁
ひ
と
の
ぬ
く

も
り
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
︵
ひ
ぬ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
︶﹂
と
名
付
け
ら
れ
、
総

務
部
・
産
業
部
・
生
活
部
の

３
つ
の
部
で
構
成
さ
れ
て
、

地
域
再
生
の
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

日
貫
の
﹁
座
敷
神
楽
﹂
は
、

古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
て
い

る
大
元
神
楽
と
古
民
家
山
﨑

邸
、
そ
し
て
日
貫
の
郷
土
料

理
を
組
み
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
あ
る
も
の
を
生
か

し
身
の
丈
に
合
っ
た
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
町
内
外
の
方
と

の
交
流
を
深
め
、
日
貫
を
好

き
に
な
っ
て
も
ら
お
う
と
い

う
取
り
組
み
で
す
。

　

発
足
か
ら
４
年
目
、
こ
の

座
敷
神
楽
が
定
着
し
つ
つ
あ

る
段
階
で
、
広
報
活
動
等
で

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
ら

れ
る
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
地

域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
森
田
修

さ
ん
に
、
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

　

座
敷
神
楽
は
い
つ
、
ど
こ

で
開
催
さ
れ
る
の
で
す
か
。

　

毎
年
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
違

い
ま
す
が
、
10
月
か
ら
11
月

の
土
曜
日
の
う
ち
５
回
の
土

曜
日
を
設
定
し
て
、
日
貫
の

古
民
家
山
﨑
邸
︵
隅
屋
︶
で

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

誰
で
も
鑑
賞
で
き
る
の
で

す
か
。
ま
た
、
何
演
目
く
ら

い
上
演
さ
れ
る
の
で
す
か
。

　

山
﨑
邸
の
鑑
賞
場
所
に
は

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
１

回
の
上
演
で
予
約
先
着
順
25

れ
、
演
目
は
担
当
す
る
神
楽

団
の
判
断
で
、
１
～
２
演
目

︵
開
演
午
後
７
時
で
１
時
間

～
１
時
間
30
分
程
度
︶
が
上

演
さ
れ
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
料
理
が
出
さ

れ
る
の
で
す
か
。

　

普
段
、
地
元
の
家
庭
の
食

卓
に
並
ぶ
よ
う
な
田
舎
料
理

で
す
。
煮
し
め
や
天
ぷ
ら
、

角
ず
し
や
地
元
産
手
打
ち
の

﹁
東
屋
そ
ば
﹂
等
を
食
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
座
敷
神
楽
を

継
続
し
て
い
く
こ
と
で
、
地

域
に
何
が
期
待
さ
れ
ま
す

か
。

　

神
楽
・
古
民
家
・
郷
土
料

理
は
、
と
も
に
古
く
か
ら
伝

承
さ
れ
た
地
域
の
文
化
で

す
。
こ
の
文
化
を
、
次
代
に

引
き
継
ぐ
こ
と
の
大
切
さ
を

考
え
る
場
と
捉
え
て
い
ま
す

の
で
、
地
域
の
方
に
そ
の
意

識
が
根
付
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
貫
の
文
化
に
関

心
の
あ
る
方
と
の
交
流
を
深

め
る
こ
と
に
よ
り
、
定
住
が

実
現
す
る
こ
と
も
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

最
後
に
、
山
﨑
邸
は
、
残

念
な
が
ら
老
朽
化
が
進
ん
で

い
ま
す
の
で
、
長
期
に
わ

た
っ
て
活
用
で
き
ま
す
よ

う
、
改
修
を
望
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
　
　
︵
聞
き
手　

瀧
田
均
︶ 山﨑邸で上演された「座敷神楽」

地域マネージャー森田修さん

座敷神楽が定着へ

ひぬいプロジェクト

▼
先
般
、
８
月
７
日
に
﹁
市

町
村
議
会
広
報
研
修
会
﹂
が

松
江
市
の
﹁
タ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

し
ま
ね
﹂
で
開
催
さ
れ
、
邑

南
町
議
会
広
報
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
６
人
全
員
で
参
加
し

て
き
ま
し
た
▼
こ
の
研
修
会

は
、
毎
年
、
島
根
県
内
の

議
会
広
報
委
員
会
を
対
象

に
、
広
報
誌
作
成
の
技
術
の

向
上
を
目
的
と
し
て
開
催
さ

れ
る
も
の
で
す
▼
特
に
印
象

に
残
っ
て
い
る
の
は
、﹁
町

民
の
皆
さ
ん
に
読
ん
で
い
た

だ
き
や
す
い
広
報
誌
で
あ
る

こ
と
﹂﹁
親
し
み
や
す
い
紙

面
を
考
え
る
こ
と
﹂
で
あ
り

ま
し
た
▼
ま
だ
ま
だ
未
熟
な

広
報
委
員
６
人
で
あ
り
ま
す

が
、
中
村
前
委
員
長
の
指
導

を
仰
ぎ
な
が
ら
、
研
修
の
成

果
を
実
践
に
生
か
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
▼
わ

か
り
や
す
く
、
親
し
み
や
す

い
広
報
誌
の
発
行
に
心
が
け

て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

読
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
︵
瀧
田
均　

記
︶

編
集
室
の

　
　
窓

名
程
度
の
定
員
に
し

て
い
ま
す
。
毎
年
、

中
国
新
聞
で
も
紹
介

い
た
だ
い
て
い
ま
す

の
で
、
広
島
・
山
口

等
山
陽
方
面
か
ら
も

来
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

５
つ
の
神
楽
団
に

担
当
日
が
割
り
振
ら
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